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第６回 FLECフォーラム報告

 
特別シンポジウム 

「自立支援の新たな風〜支援対象の拡大に向けて〜」 

 

特別シンポジウム 

「自立支援の新たな風 〜支援対象の拡大に向けて〜」 
 

 基調講演： 

恒松 大輔（全国自立援助ホーム協議会 事務局長、 

自立援助ホームあすなろ荘 ホーム長） 

 

 シンポジスト： 

村田早耶香（認定 NPO法人かものはしプロジェクト 共同創業者） 

林 恵子 （認定 NPO法人ブリッジフォースマイル 理事長） 

荒井 佑介（NPO法人サンカクシャ 代表理事） 

川村涼太郎（特定非営利活動法人おおいた子ども支援ネット 職員） 

小田川華子（公益社団法人ユニバーサル志縁センター 事務局長） 

中島かおり（認定 NPO法人ピッコラーレ 代表理事） 

 

 助言者： 

源河真規子（こども家庭庁長官官房 審議官（支援局担当）） 

 

 コーディネーター： 

村木 厚子（全国社会福祉協議会 会長） 
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特別シンポジウム 

「自立支援の新たな風〜支援対象の拡大に向けて〜」 

 
 

コーディネーター 

 村木 厚子 
（全国社会福祉協議会 会長） 

 

  
おはようございます。今日コーディネーターを務めさ

せていただく村木です。雨の中、今日は会場にお越しく

ださった皆さん、ありがとうございます。オンラインの

皆様も本当にありがとうございます。今日、特別シンポ

ジウムと銘打ちました。テーマが「自立支援の新たな風

～支援対象の拡大に向けて～」というセッションです。 

今日のこのセッションはいつもの FLEC のセッション

とちょっと毛色が変わった部分があるかもしれません。

それは、今日登壇いただく皆さんが割と制度の外、ある

いは今は制度の中だけども新しく制度に入ってきた、そ

ういう分野で奮闘いただいている皆様方です。新たな支

援にチャレンジしてくださっている皆様と言うことがで

きると思います。私は役人を長くやっていましたし、皆

さん支援の現場にいらっしゃるわけですけれども、どう

してもわれわれは自分がやっている今の事業とか、今の

制度とか、そういったものに頭の構造というか考え方が

どうしても縛られがちになる。でも制度は所詮制度なの

で、制度の外にニーズを抱えている人がものすごくたく

さんいる。でもなかなかそこに目が行きにくい。なかな

か見えない、あるいは正直に言うと、見えていても目を

つむりたくなる。そういうことがたくさんある。でもそ

れではいけないということで、今日このセッションを設

けて、われわれ自身の視野を広げたり視点を変えたりし

て、しっかりと今あるニーズに目を向けるということと、

それからこうやって新しくチャレンジしている人たちと、

これまでやってきた自分たちの支援とをつないでいくこ

とのきっかけになるセッションになれば、新しいコラボ

が生まれるといいなと思っています。 

ということで、早速基調講演にいきたいと思います。

全国自立援助ホーム協議会事務局長、自立援助ホームあ

すなろ荘ホーム長の恒松大輔さんから基調講演をいただ

きます。恒松さん、よろしくお願いします。 
 

 

それは、今日登壇いただく皆さんが割と制度の外、あ

るいは今は制度の中だけども新しく制度に入ってきた、

そういう分野で奮闘いただいている皆様方です。新たな

支援にチャレンジしてくださっている皆様と言うことが

できると思います。私は役人を長くやっていましたし、

皆さん支援の現場にいらっしゃるわけですけれども、ど

うしてもわれわれは自分がやっている今の事業とか、今

の制度とか、そういったものに頭の構造というか考え方

がどうしても縛られがちになる。でも制度は所詮制度な

ので、制度の外にニーズを抱えている人がものすごくた

くさんいる。でもなかなかそこに目が行きにくい。なか 
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恒松 大輔 
（全国自立援助ホーム協議会 事務局長、 

自立援助ホームあすなろ荘 ホーム長） 

 

 

 
皆さんおはようございます。全国自立援助ホーム協議

会で事務局長をやっております恒松と申します。普段は

東京都の清瀬市にある自立援助ホーム、あすなろ荘とい

うところでホーム長をしております。自己紹介、簡単に

このように書かせていただきました。今特段ここでご説

明するまでもないと思います。ちなみに私、ちょっと前

までよさこいをやっていたのでこんな写真を入れてみま

した。それだけのことなんですけれども。 

 では早速始めさせていただきます。自立援助ホーム

の支援とは、ということで、まずそもそも自立援助ホー

ムというものがここ数年だいぶ自立支援の制度の充実と

ともに、名前も知っていただけるようにはなったんです

けれども、それでもまだ自立支援ホームというふうに言

われてしまったり、自立援助ホームって司法？ と言われ

たりとか、障害のグループホームですか？ と言われるこ

ともあるんですけれども、自立援助ホームも社会的養育

の 1つにはなるんですね。 

制度的に言うと、児童福祉法の第 6 条の 3 というとこ

ろに、児童自立生活援助事業というものがあるんですけ

れども、この法律の中で書かれているところで見ますと、

次に掲げる者に対して、これらの者が共同生活を営むべ

き住居、その他内閣府令で定める場所における相談その

他、日常生活上の援助および生活指導ならびに就業の支

援を行う、というふうになっております。ここに来る子

たち、支援対象者と下にありますけれども、満20歳未満、

これが基本です。義務教育を修了した15歳、要は高校生

年齢ですね、そこから20歳未満のお子さんたちが、本来

であればまだ家庭の中で保護されながら養育をされるべ

き年齢ではあっても、様々な事情があってそこで生活す

ることができず、といって学籍があるわけでもないとい

うところで、社会に出て、一人で自立とよく言われます

けれども、一人で生活する。それを練習する場所という

ふうになっています。なので、この上のところにあるよ

うに、就業の支援を行うということが明記されておりま

す。これが今年 4 月に施行されました改正児童福祉法の

中で、20 歳以上の青年の皆さんにも拡大された、という

ことになっております。私が今いる自立援助ホームあす

なろ荘も、定員が 6となっているんですけれども、18歳

が 2 名、19 歳が 2 名、20 歳が１名という感じで生活を

しております。 

自立援助ホームは今全国にかなり増えています。約

360 カ所ございます。子どもシェルターも、本来であれ

ば児童自立生活援助事業の 1 類型とはなっているんです

けれども、それを除いても全国に 360 カ所ある。けれど

も、まだ空白地と呼ばれるもの、要は自立援助ホームが

1 つもないところもありまして、都道府県で言うと京都

府はありません。ただここは京都市にいくつかあります

ので、そこを利用していると伺っております。静岡市は、

この資料を訂正したときにはまだなかったんですけれど

も、今月から 1 つ、静岡市も始まったということで、1

つ空白地が減ったということです。あと港区、中野区、

豊島区、葛飾区、品川区は児相設置区と言われまして、

3、4 年ぐらい前から東京の区のほうが独自で児童相談所

を設置するようになったというところなので、これから
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自立援助ホームができてくるのかなと思っております。 

社会的養育の 1 つとは言っているんですけれども、先

程もお話した通り、私たち児童自立生活援助事業という

ことで 2 種事業になっておりますので、設置主体も様々

です。特定非営利活動法人が 43.6、社団法人が 19.7、

社会福祉法人、株式会社、合同会社、あとは任意団体で

あったりとか公益財団法人であったりとか、様々な法人

がやっているということになりますので、これは結果的

に言うと、いろいろな思いを持った人たちがやっている

ということにもなります。そうなると、例えば児童養護

施設のように社会福祉法人がやるということではないの

で、それぞれの思い、例えば司法関係をやっている方が

自立援助ホームの必要性を感じて始めた、ということも

あります。補導委託とか、保護観察のお子さんとかです

ね。もしくは不登校支援をやっていたところが自立援助

ホームを始めることもあります。私どものホームは、も

ともと隣に同じ法人の児童養護施設があって、その児童

養護施設をいったん退所して、その後社会で上手くいか

なくなって戻ってきた子。その子たちをどう支援するか

というところで始まったホームにもなっております。そ

れぞれそういういろいろな考え方の中でやっているとい

うところでは、1 つの県に 1 つというわけにはいかずに、

いろいろなものがあっていいんじゃないかなとは思って

おります。 

 

 

 

自立援助ホームの支援になりますけれども、大きく 3

つのルールがあります。まず就労支援をするところにな

りますので、仕事をする、というのがまず大きなメイン

になります。あすなろ荘でも一応約束事としては、1日6

時間以上、週 5 日以上は働いてくださいと。要は自分で

稼いだお金で自分の生活を作る。そういう練習をする場

所ということですね。その中から利用料を収めてもらっ

ています。今年度から一般生活費、国のほうから出るお

金、措置費近いものですけれども、一般生活費が児童養

護施設と同じになったので、あるところでは利用料を納

めなくてもいいというところも出てきておりますが、も

ともと自立援助ホームの成り立ちというのは、今で言う

ならシェアハウスというか、当事者活動というか、要は

自分たちが集まって 1 つの部屋を借りて、そこで自分た

ちでお金を出し合いながら、そこで生活を作って、お金

を貯めていく。その中で、お金が貯まってもう大丈夫だ

となった子は一人暮らしを始める。そんなところから始

まっているんですね。なので、利用料を収めるというこ

とは働くことの 1 つの意味付けというか、そういうこと

でもありますので、あすなろ荘はまだ利用料を取ってお

ります。貯金もしてもらっているということですね。 

大体 1 日 6 時間、週 5 日以上となると、大体月 12 万

ぐらいは稼ごうねということは言っています。うちは利

用料が 3 万円で、貯金を毎月 5 万円以上してくださいと

いうふうにしています。貯金の仕方はそれぞれホームに

よって異なります。ただ結局この 5 万円というのも、あ

すなろ荘のある東京都清瀬市で一人暮らしをしたときの

家賃相当額なんですね。つまり、自立援助ホームで寮費

も払って、これが生活費に変わって、貯金をする、家賃

に変わる。それ以外の携帯代とか保険料とかそういうの

も払って、それで 1 カ月の生活ができるとなると、一人

暮らししても最低限の生活ができるよね、ということで

やっております。 

そういうルールの中でやっているんですけれども、じ

ゃあ私たちが何を大切にしているかというと、まず当た

り前の生活。3 食温かいものが出てくる。一緒にご飯を

食べる。いってらっしゃい、お帰り、お休み、おはよう

という声掛けがある。いつも整理整頓された環境の中で

生活をする。私たちが本来だったらあまり気にもならな

いというか気づかないような場所ではあるかもしれませ

んけれども、そういった当たり前のことを生活の中でし

てこなかったお子さん、青年たちが多いので、その当た

り前の生活は大切にしています。 

そして社会に出れば当然ですけれども主体性、自分で

考えて自分で選択をする。その自分の決めたことには責
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任を持つということで、よく自己選択、自己決定、自己

責任なんていう言葉もありますけれども、そういうもの

を保証していくことが大事かなと思っております。そう

いった支援をしているので、私たちが、どちらかという

と、ああしなさい、こうしなさい、これはこうします、

管理します、という指導、管理というよりは、困ったこ

とがあったら相談に乗るよ、必要であれば手伝うよ、だ

から自分から言ってね、ということをやっております。

じゃあ自己責任って何なのか？ 結局人のせいにしないと

いうことなんですよね。分かりやすく言うと、施設に入

るのも児相に言われたからとか、そういうものではなく

て、自分の意思で来る。それは 2 種事業だからできるこ

とではあるんですけれども、自分の意思でやるというこ

とを目指して支援をしております。 

ここら辺、また少し細かくお話できればとは思います

けれども、その中でどういうふうにしていくのかという

ことで、できることを伸ばすということをやっています。

私たち支援する人は、僕もそうなんですけれども、でき

ないことをどうできるようにするか、に一生懸命になっ

ちゃうこともあるんですが、やはり苦手なものは苦手な

もので、じゃあ苦手なものはどうするのか。その前にで

きることはどんどん伸ばしていこうというところで、い

いところを見つけていく。そういう視点で支援をしてい

るということ。苦手なことはどうするかというのは、制

度を使ったり社会資源を活用する、ということですね。 

じゃあ社会資源を活用するってどういうことかという

と、応援団を作るということでやっております。今回、

このあといろいろな方が様々な事業、制度の中でご活躍

されていて、そのお話をしていただきますけれども、こ

この真ん中に子どもがいて、青年がいて、その中でいろ

いろな人たちが関わっていく。ただ関わるだけだったら、

つなげるだけだったら誰でもできるんですけれども、そ

のつながっている人たちがつながっていく。こういうこ

とをすることによって、このことについてはホームに相

談しよう、このことについては病院に相談しようとか、

万が一何かトラブって、ホームと関係がごちゃごちゃし

ている、ちょっと行きづらいな、というときも、病院と

か学校、就労支援機関、そういうようなところが関わっ

てくれているのが分かっていれば、私たちもそれの情報

が入ってくることにもなるんじゃないかなと思っていま

す。もちろんこれが退所後になれば、また違う資源とか

制度を使っていくことになります。そういうようなこと

をやっているのが自立援助ホームです。 

そういう中で、今児童福祉法も改正されて、どういう

ふうに青年支援をしていくかということになるんですが、

まず児童養護施設とか、そういう社会的養護関係から来

ている青年たちは、どちらかというと自立を余儀なくさ

れる子どもたちと言われています。本来であれば守られ

ている空間、家でも施設でもいいんですけれども、その

守られている空間から社会に出ていこうと決めるのは、

多分皆さんもご経験あると思いますけど、自分自身だと

思うんですよね。いろいろな人から声はかけられるかも

しれないけども、最終的に決めるのは本人。しかし社会

的養護の子どもたちは18歳で措置が切れる。措置延長し

ても二十歳まで。自立援助ホームでもそうでしたけれど

も、そういうふうに、自分たちが、もうちょっと自分で

頑張ってみよう、と決める前に、制度の中で社会に放り

出されてしまう。それを、私たちは自立を余儀なくされ

るという言葉で言っています。施設の退所方法は 3 つ、

家庭復帰、里親委託、社会的自立とありますけれども、

本人が望んで決めた自立ではないということ。あとつま

ずいたときのやり直しの場が今までなかったんですよね。

まず実家は家庭としての機能がないので戻れない。施設

は、一時的には身を寄せることができても、自分の部屋

がないわけですよね。もう次の別の子が入っている。だ

からそうやって改めて身を寄せる場がないということに

はなっています。 

 

 

 

そういった子どもたちが抱える困難ということでは、

生活・社会のルールをきちんと理解していなかったり、
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学歴が低かったり、当然家を確保できないなんていうこ

ともありますよね。保証人問題というのもあります。あ

と相談できる大人が不在だったり、人への信頼、尊厳が

もともと、いろいろな体験をしている中で人に対して不

信感をどこかしらで持っている。場合によってはそれを

恐怖と感じている場合もある。そういう中で信頼とか尊

厳が欠落している。そういう子たちがいます。なので、

私たちからすればちょっとした苦労話、例えば就職や家

を借りるために保証会社を使う、緊急連絡先どうする？ 

病気やけがをしたとき、熱が出てしょうがないといった

ら来てくれる人がいるわけでもない。一時的に身を寄せ

る場所もない。何もかも一人でやっていかなければいけ

ない。そうなった中で、これ以上頑張れないとなったと

き、情緒的、精神的な不安定さが出てきたり、健全な人

間関係を結ぶことが困難になって、結果的に自暴自棄、

どうせ俺なんか、となってしまう。そういうことが積み

重なって、本当にちょっとしたこと、私たちだったら階

段をちょっと踏み外して、あっ、となるぐらいのことで

も、青年たちにとってみたら生活が破綻してしまうよう

なこともあります。病気や事故もそう。転職することに

なっての無職期間。労使間のトラブルとかいろいろとあ

りますけれども、そういう中でどんどん生活が破綻して

いってしまうこともあります。 

これは施設出身のお子さんたちですけれども、地域に

目を向けるともっといるんですよね。保護されるまでで

はなくても、要支援家庭と呼ばれる人たち。不登校、引

きこもり。もちろん里親さんとかファミリーホームさん

というところもあります。社会的養護経験者、地域の中

にはいろいろな人がいて、親も子どもも、若者も困って

いるという状況があります。そんな中で、今年度から始

まった事業として社会的養護自立支援拠点事業、これは

このあとのパネルディスカッションのほうでも説明して

いただくと思いますので、ここら辺は飛ばしますけれど

も、休日夜間緊急支援事業とか、妊産婦等生活援助事業

とか、困ったときに身を寄せる、相談できる場所が今年

度すごく増えたんですね。なので、これまでの若者支援

って、なんとなくそれぞれ拠点があったり相談機関があ

って、そこに困っている人たちが行っていたんですけど、

もちろん機関同士が連携を取ったりはするんですが、そ

れがこれからは相互にあちこち行っても、それがつなが

っていけるようになるんじゃないかなとは思っておりま

すし、先程の拠点事業に関して言えば、自立援助ホーム

としてはこの拠点事業を自立援助ホームも担うべきだと

思っております。 

もちろんほかのいろいろな事業の方たちもいる中の 1

つとして、自立援助ホームも拠点事業を持つべきだと思

っています。拠点事業って社会的養護出身じゃなくても

相談とかできるので、拠点事業でちょっと通いながら、

でもその中で、家から出たい、今の場所から離れたい。

じゃあ自立援助ホームにおいで。自立援助ホームで、ス

テップハウスというような、要はアパートを借りて、う

ちも今持っていますけれども、そこで一人暮らしの体験

をする。そこである程度自信をつけて、力をつけて、ま

た地域に行く。また困れば拠点事業に行く。こういうよ

うなサイクルができればいいんじゃないかなと考えてお

ります。もちろんこの中の途中から別の制度とか、事業

とか、そういうところに入るのも可能なんじゃないかな

と思っております。 

最後に、ということで、ここ空白になってますけれど

も、ぎりぎりまで何を言おうかな、なんて思いながらや

っていたんですが、今日このあとにつなげるところとし

てお伝えしたかったのは、自分たちでこの支援はできな

い。自分たちではできません。いろいろなつながりの中

で、それぞれのできる得意分野だったり資源だったり、

そういうものを提供していくことが必要だと考えている

ので、まず皆さんが、この資源や団体を知るということ

が大事で、さらにその方たちとつながっていくことが必

要。常にいろいろなカードを持っていることが大事だな

と思っています。この支援のネットワークが全国のどこ

ででも、東京だからできる、どこどこだからできる、で

はなくて、どこでもネットワークができるように、なか

ったら作っていく必要もあるかもしれませんけれども、

全国どこでもそこにいる若者たち、青年たちをどう支援

していくかというところで展開していく。そんなことが

できればいいなということで、駆け足にはなりましたけ

れども、お話のほうは終わりにしたいと思います。本日

はどうもありがとうございました。 

 



 

 

 

182 

 

第７回 FLECフォーラム報告

 
特別シンポジウム「自立支援の新たな風〜支援対象の拡大に向けて〜」 

基調講演 
 

 



 

 

 

183 

 

第７回 FLECフォーラム報告

 
特別シンポジウム「自立支援の新たな風〜支援対象の拡大に向けて〜」 

基調講演 
 

 



 

 

 

184 

 

第７回 FLECフォーラム報告

 
特別シンポジウム「自立支援の新たな風〜支援対象の拡大に向けて〜」 

基調講演 
 

 



 

 

 

185 

 

第７回 FLECフォーラム報告

 
特別シンポジウム 

「自立支援の新たな風〜支援対象の拡大に向けて〜」 
 

シンポジスト 

村田 早耶香 
（認定 NPO法人かものはしプロジェクト 

共同創業者） 
 

 
かものはしプロジェクトで共同創業者をしております

村田早耶香と申します。どうぞよろしくお願いします。

かものはしプロジェクトは 2002 年に設立した団体でし

て、私自身が大学 3 年生の二十歳のときに作った団体で

す。そこから 22 年ぐらい活動しております。もともと

は、海外で子どもたちが売られる問題をなくすための活

動というのをカンボジアとインドでやってきました。私

自身も大学を卒業した 22 歳のときにカンボジアに住み

始めて、ゼロから事業を始めました。そういったことを

やっていく中で、日本の多くの人にこの課題を伝えない

と、と思って、いろいろな中学校とか高校とか大学でお

話をしたんですけれども、そこで出会う子どもたちとか

若者たちの話を聞いていくと、実は日本の中でも親御さ

んから虐待を受けていたり、海外で聞いていた話と同じ

ような状況の子どもたち、若者たちがいることに気づき

ました。そこで、2019 年から日本での活動も開始して

おります。このように最初は 2002 年からカンボジアで

活動を始めまして、カンボジアで被害者がどんどん減っ

てきたので、活動の拠点をインドに移しました。現在は

インドでの活動を続けながら日本での活動を開始してい

るという状況です。 

私たちの団体は、年間 5 億円ぐらいの予算規模で活動

しています。その多くが実は助成金ですとか委託金では

なくて、サポーター会員という、月々1,000 円の寄付を

してくださる方のご寄付で成り立っています。現在は 1

万 7,000人ほどのサポーターさんがいらっしゃるという

状況です。これは、私が多いときは年間 150回以上、各

地でいろいろな講演をしたりしまして、そうやって仲間

を集めたり WEB サイト上で広報をしたりということで、

応援してくださっている皆さんです。 

日本での活動は、虐待の予防と、虐待を受けた方たち

が安心して回復できるようにすることを目的に活動して

います。予防に関しては、孤立しがちな妊産婦さんの支

援をしています。こちらは千葉県松戸市に拠点を持って

いまして、そちらで妊産婦さんへの支援を行っています。

回復のほうは、児童養護施設などを出た若者たちの巣立

ちの応援事業を行っています。今日は回復のほうの活動

の説明をしたいと思います。 

巣立ちの応援事業の対象は、まず、お子さんたちが保

護された後もともとの家庭以外のところに入られた方た

ち、それから自宅で保護はされずに過ごしてきた方たち

で 18 歳（成人）になった方たち、両方としています。

現状では、自宅に戻らない場合、大体 6 割～7 割が児童

養護施設、そして 2 割～3 割が里親家庭等関連するとこ

ろに入られています。社会的養護に入られた方の多くが、

18 歳で措置解除されて施設を出ていきます。高校 3 年

生を卒業してから施設を出ていく方が一番多いので、そ

の方たちを対象にしています。 

ここのサポートが必要であると考える理由は、施設等

を出てから安定して歩まれている方ももちろんいらっし

ゃいますが、一方で高校を卒業して就労された方の 2 人

に 1人が 3年以内に離職しているという状況がありまし

て、そのあと不安定就労に移行しているという現状があ

ります。大体 2人に 1人が非正規雇用という状況になっ

ています。そして生活保護受給率は、同世代の 20 代と

比べると大体 18 倍ぐらい高いというデータも出ていま

す。若者ホームレス白書によると、若者のホームレスの

10 パーセントが児童養護施設出身者だというデータも
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あります。なので、施設を出たあと、かなり経済的にも

困窮しやすかったり、厳しい状態になりやすいという状

況があるのが分かっているので、18歳から大体 25歳ぐ

らいまで、安定して生活ができるようにサポートする必

要だと考え、この事業を行っています。 

私たちは困ったときに相談できるだけではなくて、う

れしいことがあったときにそれを伝えたい先があるとい

う状態を目指しています。つながりと選択肢の保障を実

現したいと思っております。そのためにアフターケア事

業所と呼ばれる、親や家族を頼ることが難しい方たちを

支援する団体の全国ネットワークの事務局を担っていま

す。「えんじゅ」という名前で活動しているこちらの全

国ネットワークは、今 44 団体が加盟をしてくださって

います。設立は 2018 年で、だんだんと加盟団体数が増

えてきています。社会的養護自立支援拠点事業という事

業が今年度から始まっていまして、58 団体ほど、委託

を受けて活動している団体さんがあるんですけれども、

58 中の 37 団体さんが加盟していて、なので大体 64 パ

ーセントぐらいの団体さんがこちらに加盟しています。

数が合わないのは、自主事業をされている団体さんもい

らっしゃるので、こういう状態になっています。 

この「えんじゅ」では、「つらい」も「よかった」も

一緒に経験したいと思っていまして、私たちの想いを凝

縮した文章を読ませていただきますと、『児童養護施設

から卒園した彼、里親家庭から巣立った彼女、施設など

の支援には出会わなかったけれど困難な環境にいた彼、

私たちが日々出会っている彼・彼女らはまだ困難な状況

にいながらも、親や家族に頼ることができない。もしく

は頼らないで、今を生きている。私たちはそんな彼、彼

女らの声を聞き、話し、ともに過ごす。「よかった」と

思えることもあれば「つらい」と思うことだってたくさ

んある。だからここえんじゅに、私たちどうしがそれぞ

れの「つらい」「よかった」を持ち寄ってみませんか。

自分の「つらい」は、だれかがもう「よかった」にして

いるかもしれないし、自分の「よかった」は、だれかの

「つらい」をそっと見守るかもしれないし、だれかとい

っしょに、悩むことだってできる。そうすれば彼・彼女

らとの出会いもきっと、より大切なものにできる。つら

いも、よかったも、ここえんじゅでいっしょに。』とい

うのを、私たちの思いを込めて紹介させていただきまし

た。対象者の方に対してもそうですし、それから加盟団

体の皆さんにとっても「つらい」「よかった」を共有で

きる場にしたいと思って運営しています。 

具体的な活動内容ですけれども、主にこれまで 4 つの

活動をしてきています。 

まず、調査研究事業は、実態がどうなっているかを把

握することが重要だと感じています。拠点事業、それぞ

れの都道府県に 1 個あれば良い方という状況で、まだ拠

点がない自治体さんも残念ながらあるという状況になっ

ています。制度が始まって、今現在どういう状況になっ

ているのか、委託をしているのがどこなのか、委託され

た団体さんがどう運営しているのか、そういったことを

全部調べていきました。こちらはその調査報告会のとき

のスライドですが、全都道府県に電話をしまして、今拠

点事業やっていますか？ いつやりますか？ どこが受け

ていますか？ というのを、こども家庭庁さんの資料が出

る前に、調査しました。昨年の 5 月時点に出たのがこち

らの状況で、回答を全部日本地図に入れて紹介していま

す。現在は、整備が進行し状況が変わってきています。

また、私たちの加盟団体様、44 団体にヒアリングをお

願いしまして、38 団体ぐらいヒアリング調査をさせて

いただきました。現在は、各拠点に訪問させてもらって、

日々どういう事業をしているか、どういう運営をしてい

るかを知るために、私も昨日まで広島の事業所さんに滞

在させていただいて、実態調査を継続しています。 

研修事業も取り組んでいまして、制度がこういうふう

に変わりましたよ、というのをこども家庭庁の職員の

方々に話をしていただいたり、必要な研修の提供もして

おります。 

それから、政策提言事業も行っています。これは私た

ち入る前なんですけれども、アフターケア事業の制度化

を求めたり、それからその時々の状況に合わせて現場か

ら提言を出す活動をしています。 

そして、退所後のサポートが必要であることを伝える

ための広報事業なども行っています。今後は、それぞれ

の事業所の事業環境の整備をしていきます。それぞれの

事業所が、千葉なら千葉、埼玉なら埼玉、それぞれの自

治体で、本当に頑張って運営しているという状況なので、
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それぞれの知見とかノウハウを共有し合ったり、それか

ら各自治体へのロビーイングへの後押しをしたり、そう

いうことをやっていきます。あとは、みんなが集まると

元気になるようなコミュニティにしたいと思っていまし

て、全国大会の開催や、必要な研修の提供をしていきま

す。 

最後に、データと信頼を元にした政策提言をしていき

たいと思っていまして、現状を把握して、エビデンスを

ちゃんと持った上で政策提言をしていきたいと思ってい

ます。将来的に目指すことは、各支援制度をフルに活用

して、若者たちに必要な支援がちゃんと届く状態を作り

たいと思っています。ですから、それぞれ関連する福祉

の団体さんとつながるのはもちろんのこと、企業や、一

般の市民の方で貢献したいという方たちともつなげて、

若者たちが自分に合った支援を選べる状態を実現したい

と思っています。そのために、ぜひここにいらっしゃる

皆さん、今日わざわざ休日に来て、意見交換をされてい

る皆さんですので、ぜひつながって、一緒にいろいろな

ことを考えられたらうれしいなと思っております。ご清

聴ありがとうございました。 
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シンポジスト 

林 恵子 
（認定 NPO法人ブリッジフォースマイル 

理事長） 

 

 
皆さんこんにちは。NPO法人ブリッジフォースマイル

で代表を務めております林と申します。私からは、親を

頼らない子どもたちへの支援、具体的にどんなことをや

っているのかをお話させていただければと思います。 

まずブリッジフォースマイルのご紹介ですけれども、

「親を頼れない全ての子どもが笑顔で暮らせる社会へ」

をミッションに掲げて活動をしております。特徴的なの

が、多くのボランティアさんと協力企業の皆様と一緒に

活動させていただいている点です。設立ちょうど 20 年

を迎えたところです。団体の立ち上げのとき、団体の名

前の由来でもある「笑顔の架け橋」が必要だと思った、

きっかけについて紹介します。当時、児童養護施設を調

査することになりまして、そのときにいくつかの施設に

何にお困りかを聞いて回ったことがあります。そのとき

に、大きな 2 つの格差があると認識し、その格差を埋め

る架け橋になるような NPO が必要なんじゃないだろう

か、と思ったのです。格差の 1 つ目は、児童養護施設と

社会との間に大きなギャップがあるのではないか、とい

うことです。児童養護施設に対して何か支援をしたいと

思う企業や個人の方がいて、何かを届けようと思っても

お断りされてしまったり、子どもたちの状況が上手く伝

わっていなかったり、そんなことがあるなと感じていま

す。もう 1 つは、児童養護施設の間にもすごく丁寧な支

援が実現できているところと、15 歳でも高校を中退し

てしまったら社会に出さざるを得ないという施設のギャ

ップです。そのギャップを埋めることができれば、要す

るに底上げができれば、子どもたちの状況はもっと変わ

ってくるんじゃないだろうかと。この 2 つの格差を解消

するためには、間に NPO が必要で、適切な情報収集を

して、社会に発信していく役割。そして社会の有用な資

源を、どの施設にいる子どもたちにもつなげるような役

割が必要なんじゃないかと考えまして、ブリッジフォー

スマイルを設立しました。 

彼らが置かれているのは、原則 18 歳で、施設や里親

家庭を巣立つという立場。そして実家というセーフティ

ネットがない。何か困ったときには親を頼ろうという選

択肢を持たない子どもたちで、かつ、児童養護施設の職

員は入所中の子どもの対応で手一杯のため、退所したあ

との子どもたちには何もない。そこで、何が私たちブリ

ッジフォースマイルとしてできるだろうと考えまして、

1 つは 18 歳で何も持たずに社会に出る子どもたちに、

生活に必要なもの、家電とか家具とかスーツとか、そう

いったモノがあったら役に立つというお話を聞いて、で

あれば、そういったモノの提供はしやすいのではないか

と考え、生活必需品の寄付仲介を始めました。2 つ目に、

いや、モノだけじゃないんですよ、と。彼らの中には、

知識もスキルもなく、社会に出てからすごく困った状況

に陥る子どもたちがいるんですと。そういった子どもた

ちに対して、自立支援が必要だと言われているんですけ

れども、具体的に何もできていないんだという状況を聞

きまして、それももしかしたら社会との架け橋になろう

というわれわれの団体の仕事ではないだろうかと考えて、

自立支援をテーマにしたいと考えました。 

こういった生活に必要なモノを仲介する活動から始ま

り、さらにセミナーをやろうとも思いまして、巣立ちプ

ロジェクトというかたちで全 6回のセミナーを高校 3年

生向けに、社会人のボランティアの人たちと一緒に、何

が必要になるんだろうかということを学んでいくセミナ
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ーを開催しました。ただ、なかなかこのセミナーには人

が来ない。こういう真面目なセミナーを受けたがる子た

ちばかりではないですと聞き、であればここをドッキン

グさせたらどうかと考えました。トドクンという仕組み

なんですけれども、子どもたちがプログラムに参加する

とポイントがもらえて、そのポイントと交換で集めた寄

付品をプレゼントとして仲介するという仕組みを作りま

した。さらには、セミナーだけでは知識的なものを伝え

きれないので、ハンドブックも作り、何か困ったときは

このハンドブックを見ればヒントが書いてあるから、ぜ

ひ使ってちょうだいねと、「巣立ちのための 60 のヒン

ト」というハンドブックも作りました。 

生活必需品の準備もできた、セミナーもできた、ハン

ドブックもできた。これできっと彼らは順調に自立でき

るだろう、と思ったんですが、とても甘くて、例えば飲

食店に就職した女の子は、1 カ月も経たないうちに仕事

を辞めたいという相談をしてきました。運送業者に就職

したある男の子は、しばらく退所後の私たちのプログラ

ムに参加してくれていたんですけれども、しばらく経っ

て連絡が途絶えてしまって、1 年ぐらい経って「久しぶ

りに会えませんか？」という連絡がきて、うれしいなと

思って池袋で会ったら、隣に知らない 30 代ぐらいの男

性がいまして、そこで私は新興宗教の勧誘をされました。

そちらに居場所を求めてしまっていたわけですね。結局、

その彼は次々とボランティアの人たちに連絡をとっては

対応を断られたりして、私たちの団体からは離れていっ

てしまった、ということもありました。また、女の子に

「将来の夢は？」と、施設に出張してセミナーを行う活

動をしている中で聞いたら、「キャバ嬢です。私は長く

生きたくないので、将来の夢とか考えたくないです。仕

事なんて真面目にするつもりありません。」と。キャバ

嬢になって、素敵な男性が見つけられたらそれはそれだ

し、長く勤めるつもりもないのでお金を稼ぎたいですよ、

という考えでした。自立支援をやっている中で、ここに

どう対応していったらいいんだろうか、と悩む日々でし

た。 

彼らが抱えているのは、まず圧倒的に不安な状況です。

安心の格差ですね。一般家庭でセーフティネットがある

状況の対極、自分で何もかもやらなければいけない。先

程の恒松さんのお話にもありましたけれども、そんな不

安を常に抱えながら生活している子どもたちです。そし

て希望の格差。将来自分が何者かになれる、楽しいこと

ができる、そういう希望を非常に持ちづらい現実的な苦

しさがあるんですね。 

私はこの 20 年、がむしゃらに、何ができるんだろう、

これが足りないんじゃないか、と考えながらプログラム

を作ってきました。その 1 つが、例えば、アトモプロジ

ェクトという、孤立させないようなイベントを介した仲

間づくりです。ただ、こういうイベントをやっていると、

ちょっと私の話聞いてほしい、といろいろな相談が入っ

てくるようになりました。であれば、今度はマンツーマ

ンで相談に乗れるようなプログラムを作ったらどうだろ

うと、ボランティアの人と子どもとをマッチングさせて、

最大 2年間まで定期的に月 1回会うようなプログラムを

作ったり。また将来に夢を持てないというところで、も

っと働くイメージを早い段階から、中学生、高校生の段

階からイメージを持つことができたら、もしくは自分の

得意、関心を見つけられて、こんなことやりたいなと思

うものを見つけられたらいいんじゃないだろうかとか。

あと、最近はもう進学するための環境が非常に改善され

てきて、奨学金制度などが整いましたので、今はもうや

っていないんですけれども、このカナエールというプロ

グラムは、当事者が自分の夢を語ることで寄付金を集め

るというプログラムで、進学の道を開いていくという活

動を行ったこともあります。あとは、住宅支援ですね。

大学、専門学校に進学するためには、圧倒的にお金が足

りない。中でも中退率が非常に高いと、先程村田さんの

お話にもありましたけれども、ここの問題を解決するた

めに、安い住宅、かつ周りに見守ってくれる大人がいる

環境を作ることはできないだろうかと考えたわけです。

これは、今シェアハウスを 2 軒運用しているんですけれ

ども、社会人の同居者の方と暮らしながら、緩やかに見

守ってもらいながら、掃除当番をローテーションで回し

て、少しずつ生活の訓練がしていけるような、そんなシ

ェアハウスを作りました。あとこれは行政受託の枠組み

を活用して、居場所の提供をして、ご飯を食べたり雑談

したりしながら、こういった居場所で孤立しないような

働きかけをしているというところですね。 
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これまでご覧いただいたように、キャリアとつながり

という 2 つのキーワードで、私たちは予防的に関わる支

援を行って参りました。中学生、高校生のうちから施設

にいる子どもたち、里親家庭で暮らす子どもたちと関係

性を作りながら、退所後につながっていくような関わり

をしています。そして、大変うれしいことに、去年の 4

月からアフターケア事業が強化されることになりました。

アフターケアが都道府県、あと児童相談所設置自治体に

義務付けられることになりまして、さらに支援対象、年

齢上限が撤廃されます。先程の恒松さんのお話にありま

した、児童自立生活援助事業が改正されて、施設や里親

家庭でも、22 歳を超えても支援が継続できるようなか

たちになり、社会的養護自立支援拠点事業が新設される

ということで、これは村田さんからのお話にもあったと

ころです。 

こちらは細かい資料になりますけれども、1 つ大きい

ことは対象者が拡大しているというところです。私たち

は社会的養護という枠組みの経験者たちを支援してきた

のですが、例えば一時保護を受けたけれども、結局家庭

に戻された子どもたちや、福祉に触れる機会がなく、今

同じような環境にいながら、親が頼れない状況にいなが

ら、何の福祉、公的なところとのつながりも持っていな

いという若者たちもいる。この子どもたちも拠点事業で

は支援対象としてください、となりました。事業内容と

しては 6つ明記されていて、1、２、3が必須事業、4、

5、6 が任意事業になっていて、これもどの事業までや

るかというところは、村田さんのお話にもあった通り、

まずこの事業をやるかやらないか、どこまでやるかでも

格差が生まれてきているところがあります。 

先程申し上げた通り、今まではこのピンクのところ、

対象となっていたのが社会的養護下で生活している子ど

もやその出身者だったんですが、さらに広がりました、

というのが拠点事業の枠組みになっています。今まで予

防的な支援に力を入れてきたことに加え、これからは今

までつながりのなかった若者たちからの相談・困りごと

を受けて、新たにつながった子どもたちが何を困ってい

るのかを考え、問題解決に関わっていくことが必要にな

る点で、ブリッジフォースマイルとして大きな転換期と

なっているところです。 

では、今までつながってこなかった子どもたちとどう

つながっていくかについては、個別支援・相談を受け付

けられる体制をどう作っていくかという点に注目してい

ます。初めて当事者向けの WEB サイトを作って、LINE

相談を受け付けられるようにしたり、一時的、緊急的な

住まいの提供ということで、ショートステイを 2 箇所、

関東圏に用意して、いざというときにはここに泊まって

もらえるような設備を作りました。そして、こうした支

援が充実してくるのは良いことと思っているんですけれ

ども、年齢上限が撤廃された中、何歳まで支援するの

か？ というのが、私たち支援者も考えていかなければい

けないところになってくると思っています。必要な人に

必要な支援を。でも卒業すべき人は、卒業するような働

きかけをしていかないと、福祉予算は増えていくばかり

じゃないか、ということも勝手ながら心配しています。

そんな中で、アセスメントと支援をきちんと連動させて

いくことも目指していまして、チェックシートで客観的

に、本人と周りの支援者たちが同じ認識を持ちながら、

何を課題として、何を強みとしているのかを把握しなが

ら、これが 1 年後、2 年後、どう変化していくのかとい

うこともきっちり見ていこうと考えて、今支援を行って

いるところです。 

最後になりますが、子どもたち、若者たちに考えるの

は、まず巣立つ前から意欲とスキルに働きかけていくこ

とが必要ですし、退所直後の経済的、精神的支援を強化

することも必要。まずは、今困っている若者にきちんと

支援がつながるようにやっていく必要がある。そして私

たち大人や社会には、傷が浅いうちに適切な環境に保護

することは引き続き必要。そしてトライ＆エラーで仕組

みを作っていくこと。社会全体に理解者、協力者を増や

していくこと。こういったことが必要になってくると思

っております。ご清聴いただきましてありがとうござい

ました。 
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シンポジスト 

荒井 佑介 

（NPO法人サンカクシャ 代表理事） 

 

 

 
よろしくお願いいたします。NPO 法人サンカクシャの

代表の荒井と申します。サンカクシャは若者の社会参画

を応援しようということで、2019 年に立ち上がった団

体で、もうすぐ 6 年になります。今までの話を聞いてい

て、私たちの立ち位置を明確にできたらなと思うのは、

私は 2008 年ぐらいからずっとホームレス支援に携わっ

てきていて、特に若いホームレスがたくさんいた時期か

ら活動し始めたので、若者ホームレスの支援が私のキャ

リアの一番最初です。そのあと子どもの貧困の対策で学

習支援とかを立ち上げて、大体高校受験のサポートをし

ていたんですが、その教え子たちが高校に進学していっ

て、みんな中退をし、そこから若年妊娠とか出産とか、

あとは中退して、今で言う闇バイトにつながったりする

若者とか、家出してどこか行っちゃう若者とか、そうい

った子たちを見てきて、この年代の支援が必要だなと思

って、今若者支援をしている流れになっていて、豊島区

の池袋で活動をしています。 

親に頼れない 15歳から 25歳と書いているんですが、

一番最初、団体としては高校生年代の支援をしていたん

ですが、今はもうほとんどが二十歳を超えた子たちで、

二十歳を超えて家がないとか、家にいられなくなってし

まっただとか、そういった子たちが路上生活したり、ネ

ットカフェにいたり、そういうような子たちを私たちは

受け入れて支援をしています。もちろん社会的養護とつ

ながって、そのあと、養護施設から切れてしまった若者

とか、養護施設の人たちと一緒にサポートしている若者

もいたりしますが、大体の子が社会的養護になかなかつ

ながっていないような現状です。そういった子たちは今

大体 500人ぐらい、団体を立ち上げてからサポートをし

ていて、スタッフは、あとでもうちょっと説明しますが、

大体みんな私たちは副業をしていて、福祉の専門職があ

まりおらず、私も別に資格は持っていなく、私はひたす

らゲームをやっているゲーム配信と、若者の支援をして

いるスタッフ、大体今 3 人お笑い芸人がいて、銭湯で働

いているおじさんもいますし、ライブ配信やっていまし

たみたいな、元モデルみたいな人がいたりとか、元探偵

がいたりとか、そういう変な人たちで支援をしていて、

団体の活動の予算が今年 1.34 億ぐらいになるんですが、

制度は 1 個も使っておらず、全部自分たちでお金を集め

て、制度外なので好き勝手やっているという立ち位置の

団体です。やっていることは居場所と仕事と住まいのサ

ポート。特に住まいのサポートが今一番盛り上がってい

るというか、一番大変なので、その辺りも説明できたら

なと思います。 

最初に若者支援の必要性、この辺も要らないかなと思

うんですが、今はもうほとんど私たちは 18 歳を超えた

子たちの相談がほぼ全てで、25 歳くらいまでとしてい

るんですが、若者たちを見ていると、22 歳くらいとか

20 代前半までは、あまり仕事をしようだとか、そうい

った焦りを持っていない子たちがほとんどで、家庭で暴

力を受けてきて、ちょっと休む時間が必要だったり、働

くというところになかなか移っていけないような子たち

が私たちのところにはすごく多いのかなと思っていて、

その子たちは大体 25 歳くらいになってくると、履歴書

のブランクが気になったりとか、周りも働いてきている

から働こう、というふうに、25 を過ぎてくると就労支
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援とかにつながりやすくなるんですが、18歳から 25歳

というのが絶妙に支援が足りていないのと、若者たちは

今の制度になかなかはまれない子たちが結構多いんじゃ

ないのかなと思っているのがこの年代かなと思います。 

結構否定されて育っているので意欲がない、自信がな

いという若者と、人が怖いというのをみんな言っていて、

人が怖いので、例えばアルバイトとか知らない人に囲ま

れて働くと、すごく疲れてしまってすぐに辞めちゃうと

か、大人は信用できないみたいな子たちほど孤立しやす

くて、自殺未遂とか闇バイトとか貧困ビジネスとか、私

たちはこの辺につながる子たちの相談が多いんですが、

こういった子たちのサポートを今しています。私、今も

すごくゲームしてて、コロナ禍から 4,500時間ぐらいゲ

ームしているんです。業務の大半はゲームをしているん

ですけど、オンラインゲームをしていると、ゲームをし

ながら知らない人とつながって、それが大半若者である

ことが多くて、その子たちが相談をくれたりということ

もあったり、一時期ゲーム配信とかしていた時期があっ

て、Twitter とか使ってゲーム配信のことをやったり、

NPO でシェアハウスとかやっていますという話を

Twitter とかに書いたら、1 投稿につき大体 2、3DM ぐ

らい、住まいがなくなりました、みたいな子たちが相談

に来て、一時期大半の利用者が Twitter からつながるよ

うな感じの子たちでした。 

彼らに話を聞くと、そもそも社会的養護につながって

こなかった子たちがほとんどで、でも虐待は受けてきて、

家に居場所がなくて、家を出てしまったり、家にいると

なかなか耐えられないという状況の子たちで、彼らは行

政の情報とか調べるんですけど、なんか文章長くて読め

ないとか、堅苦しくて嫌だとか、窓口行って怒られたと

か、行政に相談がなかなか難しかった。そもそも行政で

相談できるということも知らない状況の子たちが、次に

何で探すかというと SNS で、大体みんな SNS で、相談

とかじゃないんです。なんで彼らは SNS で助けを求め

ているかというと、目先のお金がないとか、安く住める

住まいを探していると。私たちのシェアハウスが安く住

める住まいと思ってもらったのと、こいつゲームやって

いるから、みたいな感じで、なぜか私のところにいっぱ

い連絡が来る、みたいなことが一時期すごく多かったと

いう状況です。 

その子たちが大体貧困ビジネスに引っかかっていて、

それこそ池袋とかにもあるんですが、１ルームに２段ベ

ット５台ぐらい置いてあって、15 人ぐらいがひしめき

合って生活し、1 人きっちり家賃 4 万ぐらいをすごく強

面の人に取られる。お金払えないならグレーな仕事を紹

介される、みたいな貧困ビジネスにつながって、そこか

ら逃げてきてサンカクシャにつながるということが多か

ったりして、結構な子たちが SNS でお金だとか、住ま

いを探していて、大体 SNS って貧困ビジネスとか闇バ

イトの人たちの搾取の場になっているので、こういった

人たちが身近にいるのをすごく感じたところです。 

サンカクシャの活動をざっとお話すると、居場所を作

っています。さっきの拠点事業とかに似ているなと思い

ながら、なんで私たちは制度を何も使っていないんだろ

うなと思うんですが、こういう居場所を週 4 日ほど開け

て、IKEA さんが内装の提案と家具を寄付してくれて、

今大体 250人ぐらいの若者がこういう場を使っています。

あと月に 2回、これからは月 3回ぐらいに増やしますが、

深夜帯の居場所、ヨルキチという場をこれから増やして

いこうと思っていて、大体 9 時から翌朝まで居場所を開

放しています。夜の時間帯になればなるほど治安が悪く

なり、大体ギャンブルの話と、留置所あるあるみたいな

話と施設あるあるみたいな話が繰り広げられ、ケンカと

か救急車騒ぎとか結構増えるので大変なのがこの夜の時

間帯。夜は開いている場所が本当に少ないので、こうい

う場が必要なんだろうなと思います。あとゲーミング

PC を置いた部屋も作っているので、ゲームが好きな若

者、支援とか相談は全然好きじゃない子もつながるよう

な工夫をしています。大体寄付を集めていて、こういう

場を作っています。 

シェアハウスをちょうど 4 拠点目を借りちゃったんで

すけれども、個室のシェルターももう 1 個増やしたので

今何部屋か分からないんですけど、2020 年ぐらいから

シェアハウスを作って活動していて、先週某児童相談所

から相談があって、10 代後半の子をつなげられないか

と。話を聞いてみると、自立援助ホームに散々断られて

どこにも行くところがない、早くつなげなきゃいけない、

みたいな子を私たちのところにつなげてきて、受け入れ
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ようかなと思うんですが、問題行動を起こしがちな子を

なかなか施設で受け入れられなくて、サンカクシャさん

お願いします、と言われたんですが、私たちはそういう

子が結構つながってくるので、シェアハウスをやると大

体ゴミ屋敷ですし、ケンカはよく起きますし、どこかに

失踪しちゃうとか闇バイトをやってるとか、なんなら薬

の売人をやっていた子が来たり、闇バイトの仕事を斡旋

するような子が入ってきたり。あとさっきの貧困ビジネ

ス事業者が乗り込んできて、追われている子がいたりと

か、みたいな子たちがシェアハウスに集結するので、結

構大変で、あちこちの人たちが、例えばこの子入院して

いるけど帰り先がないとか、留置所入ったけど帰り先が

ないとか、そういう子をいろいろ受け入れていると、大

変な子がすごく集まってきて、今居住支援が大変で、制

度も今全く使っていないので、若者たちから家賃も回収

できないと考えると、自分たちで死ぬほどお金を集めな

くちゃいけなくて、今シェアハウス、4,000 万ぐらい年

間掛かっているんですけど、全部自分たちでお金を集め

て、いろいろな助成金を活用してやっているところです。 

特に今、本当に住まいの支援が足りていないと思って

います。一応家賃 3万 5,000円ぐらいは払ってもらう予

定ではいるんですが大半の子が払えず、1 年半ぐらいで

卒業していく。今生活保護を利用する子も増えてきたん

ですが、生活保護を利用すると、今度は働けなくなって

しまう。生活費まで入ってきて、もう働かなくていいじ

ゃないか？ とか、大体アパートに転宅して一人暮らしす

るんですが、一人暮らししたあと孤立してしまって、部

屋がゴミ屋敷になって、なかなか会うのも難しいとか、

孤立してしまうので、生活保護を受ければ解決する問題

でもないなというので、とにかくかなり細やかな伴走支

援が必要だなと思っています。 

彼らは安心できる場を提供すれば仕事をするかなと思

いきや、そもそも生きていたいという意欲すらないので、

とにかく就職の支援とかそういうのではなく、楽しい時

間を増やそうというので、ひたすら車であちこち出かけ

たり、フットサルやったり。一番よかったのがバンジー

ジャンプで、バンジージャンプを飛ばすと激変する若者

がすごく増えるのでバンジージャンプいっぱい飛ばして

います。そして、昨日はお笑いライブやったんです。若

者たちがステージに立って、プロの芸人と一緒にコント

とかやったりして、めちゃくちゃお客さんを笑わせられ

たんです。そういうので自信がついて変わる若者が多い

ので、支援とか届かない若者ってバンジージャンプ飛ば

したり、お笑いライブ出させたりとか、そういうサポー

トが必要な子たちもいるということを知ってもらえると

いいなと思いました。 

一応仕事のサポートもちゃんとやっていて、会社に馴

染むことが難しい子が多いので、仕事の体験の期間を単

発、1 日と 1 週間とか、そういうかたちでいただいてい

て、今 70 社ぐらいがいろいろな機会を提供してくれて、

体験をしたあと、よければ採用してくれたり、サンカク

シャのつながりで就職が決まるという子がどんどん増え

てきているというのが最近。仕事のサポートに特化した

拠点を夏ぐらいに作ろうとしているので、これで居場所

と住まいと仕事の拠点が全て完成するかなと思っていま

すが、仕事のサポートも、サポステとかハローワークと

か、そういう就労支援機関につなげばいいというわけで

もないというのがすごく難しい。安心を感じられない若

者たちの就労の支援みたいなものをこれから考えていこ

うかなと思っています。 

ざっとまとめると、私たちは安心と意欲と自信、この

3 つが若者には必要だなと思っていて、安心できる場を

獲得し、いろいろな楽しい時間を過ごして意欲を獲得し、

お笑いライブに出て自信を獲得し、就職したけど失敗す

るのを大体 3、4 回ぐらい繰り返すと安定してくる。こ

れに大体 3 年ぐらいの支援がかかり、大体 1 人当たり

352 万ぐらいお金が掛かるなと。制度を使えばいいなと

思うんですが、合わない子がいて、なぜ合わないかがま

だ分からないんですけど、私たちも今使いたいなと思う

制度が 1 つもない。制度を使った瞬間につながらなくな

っちゃう若者がいっぱいいるんじゃないのかなというの

が 1 つ思っていて、なので制度外の取り組みから見える

ものはいろいろなかたちで発信していって、若者が何を

求めているのか、どういう支援があったらいいのかはい

ろいろな人と考えていけたらいいなと思っているところ

です。いったん以上とさせていただきます。ありがとう

ございました。 
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シンポジスト 

川村涼太郎 

（特定非営利活動法人 

おおいた子ども支援ネット 職員） 

 

 
特定非営利活動法人おおいた子ども支援ネットの職員

をしております川村と申します。よろしくお願いします。

今日は法人や事業のことについて、今までのラインナッ

プでお話がありましたが、僕からは法人のこととか事業

のことではなくて、私が所属する法人で取り組んできた

プロジェクトについて、プロジェクトメンバーとしてご

報告したいと思っております。タイトルは CONET 

PROJECT と書いてありますが、これからお話する内容

は、CONET PROJECTという活動の内容になります。 

まず簡単に自己紹介ですけれども、児童養護施設で育

った経験があります。13歳から 20歳、措置延長含めて

20 歳までです。福祉系の学部を卒業して、社会福祉士

を取ってから児童心理治療施設で児童指導員として働き

ました。その後は今の職場にいるんですが、社会的養護

自立支援拠点事業、アフターケアの事業所の職員として

今は働いています。CONET PROJECTの活動には、児童

心理治療施設で働いているときから関わってきました。

その歴史、背景も含めて、まずは概要をお話いたします。 

概要はこちらです。社会的養護経験者のことを、便宜

的にケアリーバーと使わせていただきます。あまりそう

いう言い方は当事者の中ではしないんですが、一応使い

ます。このケアリーバーのつながりを作ろう、ピアサポ

ートを推進していこうというのがこの目的になります。

運営は、ケアリーバーと、今私がいる法人がタッグを組

んで行っています。ケアリーバーや社会的養護にいる子

どもたちの相互交流、そしてピアサポートを進めていく

取り組みをしています。日本財団さんの助成を受けて、

令和４年から３年間やってきたプロジェクトです。 

源流をお話しますと、私自身大分の児童養護施設を巣

立ちましたが、卒園後にずっと思っていたことがありま

す。児童養護施設や里親家庭を出たあとに、若者たちが

相互につながれる仕組みがない、ということを痛感しま

して、これが大分にできてほしいなと思っていました。

もう少し詳しく言うと、自分がこれから生きていくにあ

たって、いわゆる当事者ならではのいろいろな困りとか

悩みが暮らしの中でいっぱい出てくる状況があるんです

けれども、自分と同じような環境で育ってきた人たちは

どうやってそれを解決して乗り越えていっているのか、

向き合っているのかということを、自分と同じような境

遇の人から聞きたいと思ったんですね。学校だったら同

窓会みたいなものがありますけれども、児童養護施設と

か里親家庭を巣立った若者たちが集まって、先輩の話を

聞いたり交流したりするような場、仕組みが大分にあれ

ばいいなと思っていました。 

そんなときに、今私がいる法人の矢野茂生さんから、

「大人が今まで制度を作ってきた。その大人がデザイン

した制度、サポートは果たして若者たちに届いているの

か？ 子どもたちは本当に望んでいるのか？」という問題

提起がありました。若者たちが本当に望んでいるサポー

トのデザインってどんな絵なのか？ というテーマが、お

おいた子ども支援ネットの中に共有されていき、ここで

男と男が手を取り合って、もっと若者の声を聞こう、ケ

アリーバーとの関わりを持とうじゃないか、というチャ

レンジを掲げて、CONET PROJECTが始まっていくこと

になります。 

まず令和３年のとき、前段階としてやったのが、私を
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含めたケアリーバーと、おおいた子ども支援ネットの法

人のスタッフ、アフターケアを担っている職員とでワー

クをしました。このときのテーマは、施設退所前とあと

の困りや悩みでどんなものがあるか、というのを当事者

の立場で出し合い、支援者の立場でも出し合って、その

間にどのようなズレがあるのかというワークをしました。

出た意見のまとめがこちらですけれども、これは実際に

当事者で分類をしてみました。様々な困り、悩みのカー

ドがあるんですけれども、どんなズレがあったかという

と、もうお気づきかと思いますが、支援者の声にはあっ

たけれども、当事者の声にはなかったものがある。例え

ば、相談系です。先程のスライド、一番下の相談系、こ

こには当事者が出した意見はありませんでしたが、支援

者からたくさん出てきた。一方で、当事者の声から出て

きて、あまり支援者のほうにはなかったような発想、視

点、それは何かというと、育ちが及ぼす影響に関するカ

ード。施設出身だという背景がいろいろなことに影響を

及ぼしているんじゃないかとか、生きていく上の知識、

経験がない、劣等感があるとか、そういう内容です。い

ろいろな困り、悩みの具体例と、そんなズレが当事者と

支援者のカードの間で見えました。その背景が何なのか

と考えてみると、まず支援者の視点として相談支援、こ

れがベースにあるんじゃないかと感じています。 

支援者の口癖ですけれども、「早めに相談に来てほし

い」「なんでも相談してほしい」。これが最初にある願

いかなと思っています。ただ、当事者にとって、相談す

るということはかなりハードルが高い、というのを率直

に思っています。一方で、当事者の視点は、自分の育ち、

これがずっとベースにあります。この自分の育ちに起因

するものというのは、過去からつながっていて、今もま

さにそうで、そして未来までずっと続く、死ぬまで消え

ないというこの連続性、これがすごくハンデと言います

か、困難や苦しさとしてずっとあるなと思っています。

この視点というか考え方、発想の違いが、相談とか支援

を考える上でギャップ、ズレる点なのかなとこのワーク

で気づきました。 

そして当事者と支援者の CONET チームが最初に気づ

いたのは、相談所に相談は来ないよね、ということでし

た。気づいたというか、私たち当事者側からしたら、改

めてお伝えした、という感じになるんですけれども、こ

れは複数の意味があります。相談所に相談は来ないとい

う命題に気づいた。だったら、当事者同士だから気づく

ことがあるんじゃないか？ 当事者の相互交流で何か生ま

れるものがあるんじゃないか？ という、次のステップに

発想がいきました。そこで、私たち CONET プロジェク

トは相互交流ができる拠点として、令和４年に CONET

ステーションという拠点を作りました。令和４年からな

ので、今３年目になります。コンセプトとしては、相談

所には相談は来ないので、相談所じゃない雰囲気づくり

を運営メンバーで目指してきたところです。 

拠点を作ってからどんな実践をしてきたかというと、

若者たちの相互交流です。第一義的に、ケアリーバーの

つながりが広がってほしい、増えてほしいということを

願ってプロジェクトが始まりました。基本的には、この

プロジェクトではまずは児童養護施設や里親家庭を経験

して巣立った若者たちを１つ目のターゲットにして、取

り組みをしてきまして、その風景を写真でお見せしてい

ます。CONET ステーションでは基本的におしゃべりを

したり、食べ物を食べたり、アニメを見たり、トランプ、

ゲームをしたり、いろいろな過ごし方があります。 

大事にしているのが、相談より雑談です。何度も強調

しますが、相談のハードルはすごく高いし、相談所には

あまり行かないし、行ったとしてもあまり話さない。相

談ってあまりいいイメージがないんですよね。それで、

やっぱり雑談を一番大事にして、その雑談をしていく中

で、それってちょっと困っているんじゃない？ こういう

ステップで進んでいったほうがいいよね、というこの気

づきが、支援者が使う言葉でいう「相談」になっていく

のかなと思います。このグラデーションが非常に大事で、

うちの拠点でも大事にしてきた関わり方です。 

外に行くこともありまして、アウトリーチというと大

げさですけれども、単に散歩に行くこともあれば、一緒

に選挙の投票に行ったこともありました。あとは市役所

とか郵便局や病院とか不動産、こういったところになか

なか行けないからということで、一緒に行ってサポート

するということも、ピアサポートとしてやってきました。 

ここで大事にしているマインドというかスタンスとし

ては、私たちは支援者として関わってはいなくて、支援
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するとか教えるという関わりではありません。自分たち

も分からないこと、市役所行きにくいよねとか、あまり

手続きをしたことがないとか、ここでは言いづらいです

が、選挙の投票もあまり行ったことないよね、みたいな

あるあるトークをして、一緒に経験する、一緒にやって

みるということを続けてきました。 

あとは、児童養護施設に暮らしている子どもたち、未

来の若者ですね。ゆくゆくは、いわゆるケアリーバーに

なっていく子どもたちにもアプローチをしてきました。

なぜかというと、自分たち自身、CONET PROJECTを運

営している当事者自身も、施設を出てから周りに頼りに

くいとか、いろいろな困り、悩みが分かってくる、気づ

いてくるという経験があるので、これを少しでも今施設

で暮らしている子どもたちに、アドバイスと言ったら上

から目線ですけれども、役に立てることができないかな

という動機です。大分県には児童養護施設が９カ所あり

ますが、ソーシャルスキルトレーニングといって、児童

養護施設の子どもたちが集まって、お金に関することだ

とか、手続きに関すること、特に高校３年生になってく

ると専門機関の人が講義みたいなかたちでソーシャルス

キルトレーニングを教えてくれる機会があります。それ

はそれでありがたい機会なのでしょうけれど、私もほか

の当事者メンバーも受けましたが、将来のことを考えな

がら講義を受ける積極的な子どもたちはあまり見たこと

がないし、自分たちもあまり乗り気じゃなかったです。 

それで、まずは人と関わりを持ちやすく、コミュニケ

ーションをとりやすく、そして将来のことは２番目に考

えるとして、まずは人の話を聞いてみるというスタンス

で私たちがやったのは、そういったソーシャルスキルト

レーニングにコミットさせてもらって、自分たちで企画

を考えて、まずは交流をしようということで、研修じゃ

ない「交流会」を企画しました。これは皮肉ではなく、

本当にただの交流会をして、こんな子どもたちがいるん

だ、こんな職員さんが関わっているんだと、まずは外の

世界を知ってみる。そして人と関わり、コミュニケーシ

ョンをとってみるということを大事にするという趣旨の

企画です。この写真の一番下の２枚は、今年度に大分県

の児童養護施設の先生たちと共同で企画して開催したん

ですけれども、これも研修ということではなく、コミュ

ニケーション醸成を狙っているという裏もあり、表とし

ては、まずはつながってみる、交流してみる。孤立孤独

を少しでもなくすというところに重きを置いて、今の子

どもたちには、できる話はして、関わりを持っていくと

いうアプローチをしてきました。先生たちにも結構協力

していただいて、いい企画会がたくさん持てたかなと思

っています。 

あとは、CONET PROJECTは、若者・子どもたちの関

わり以外にも、いろいろなところに登壇して当事者の思

いを伝える活動もしています。児童相談所や児童養護施

設の研修やシンポジウム、そういったところに呼んでい

ただいて、CONET PROJECTの活動の内容ももちろん、

今までの自分たちの思いについてもお話します。例えば、

一時保護される前、一時保護されたとき、児童養護施設

や里親家庭に措置されて、それからの生活のことだとか、

いわゆる自立といいますか、社会に巣立ったあとのこと、

そういったいろいろなセクションで当事者の率直な考え

とか意見、気持ちを支援者の方々に伝えてきました。地

域のイベントとかラジオにも呼んでいただく機会があり

まして、そこでも児童養護施設や里親家庭で、こんな生

活をしてきたとか、巣立ったあとの状況や思いをお話し

たこともあります。例えば、よく出るのが保証人問題と

か、お金に困るとか、子育て、結婚の不安、悩みとか、

いろいろなあるあるも含めて、社会的養護ってこういう

世界、社会全体からしたら少数派だと思いますが、もっ

と知ってもらえるといいかなという気持ちもあって、こ

うした参画もしてきました。 

ページに限りがあって多くは紹介できませんが、イン

スタグラムも開設して運用しています。なぜインスタを

始めたかというと、CONET PROJECT当事者メンバーが

子どもたち、若者たちのつながりづくり、ピアサポート

を推進するために活動しているというこの活動をどうや

って知ってもらえるか、そしてどんな人たちがどんな活

動をしているのか、これを分かりやすくするには何がい

いかと考えました。よくうちの当事者メンバーが言って

いるんですけれども、若者って電話やメールは基本 NG

なんですよね。すごく断定的に言っちゃいましたが。や

っぱり SNS をかなり見るし、使うし、コミュニケーシ

ョンのやり取りがしやすいというのがあります。それで、
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インスタグラムを作って運用してきました。実際どうだ

ったかというと、様々な活動内容を写真で工夫して伝え

ることができるし、DM、ダイレクトメッセージという

機能があるのでそれを通じて、「すみません、ちょっと

話を聞いてもらいたいんですけど」とか、「ちょっと行

ってもいいですか？」というふうに、児童の場合もあり

ましたけれども、児童や若者から私たちにつながる入口

にもなっています。電話やメールや施設の先生を介して

ではない、この DM だからこそスムーズに行ったことも

あるので、意義はあったかなと思っています。 

これまでの活動を振り返って、私たちは、まずは、い

わゆるケアリーバーをはじめとして、子ども、若者のつ

ながりを広げられるといいね、頼り先の選択肢がもっと

増えてほしい、これを１つ目に願って活動してきました。

たくさんは紹介できなかったんですけれども、いろいろ

な活動を通して感じることは、ケアリーバーをはじめ、

たくさんの人とつながることができたなと実感していま

す。これは子ども、若者もそうですし、その周りにいる

人たち、当事者同士の関わりの中で、若者や児童の気持

ちや言葉や困りを引き出せたかなとも思っております。

それから、施設や児相の職員が措置解除前の児童を

CONET につないでくれることもたくさんありましたし、

それから予想以上の成果として思うのが、専門家や大人

にではなく、CONET を選んで相談してくれる若者、児

童がいたということですね。これには私たちがやってき

た活動の意味はあったのかなと感じることができました。 

そして、自分たちにも何かできませんか？ という業界

外の人たちが出てきたんですね。今回の活動写真ではご

説明できませんでしたが、例えば、葬儀会社や他県の

NPO法人さん、地域とか業種を越えて、自分たちも一緒

に何かタッグを組んで企画ができないかとか、子どもの

ために何か一緒にできませんか？ という、この声が出て

きたのがすごく私たちとして驚きで、うれしい限りです。

すごくありがたいなと思いました。研修講師やメディア

出演・掲載、新聞も含めて、予想していなかったことも、

意外と多かったので、当事者の声が求められてきている

のかなと思っていますので、私たちに話せることは発信

していきたいなと思っています。 

CONET 利用者の声を簡単にご紹介します。ケアリー

バーの方から「楽しい、相談に乗ってもらえるし、ただ

ただ雑談もできる。ひまつぶしにぴったり、フラっと立

ち寄れるチープさがいい」、「普段はこんな話はしませ

んが、お互い分かっていることなので気楽です」とコメ

ントをいただきました。本当にこれは CONET の意義だ

なと思いまして、いわゆる一般の人たちと話すときって、

根掘り葉掘り深く話したり聞いたりすることってあまり

ないし、自分が児童養護施設出身だと伝わらないことだ

とか、あるいは聞かれたら嫌なこととか気まずいことと

か、いろいろなものがありますが、CONET の場ではお

互いがもう分かっていることなので、そこをあまり考え

ずに、１つ、2 つステップを省略して、いろいろな話が

スムーズにできる。そこが気楽ということを言ってくれ

たと思います。そこは同じ目線で対話をする CONET 

PROJECT､ピアサポートのかたちの 1 つの価値だと感じ

ました。一時保護経験者の方は、「家に居場所がなくて

ここは家みたいです。気楽に来れるし、もう 1 つ居場所

ができたみたいでうれしかったです」というコメントを

くれました。施設の高校生の方が施設の先生と一緒に来

てくださったこともあって、私たちからは社会に出て、

こういうこともあるから気をつけてね、という話をして

いく中で、「同じように施設で育った人と話すことがあ

まりなかったので、（社会に出てからの経験など）いろ

いろな話を（いわゆる先輩から）聞けてよかったです」

と持って帰ってくださったこともあります。手探りでや

ってきましたが、すごく意味や意義、価値はあったんじ

ゃないかと私たち自身としては振り返っています。 

CONET PROJECTの報告としては最後のスライドにな

りますが、CONET メンバーの思いを最後に載せていま

す。これはよくいろいろな人に話をするときに使い回し

ているんですけれども、「ザ・大人」、この言葉は私が

勝手に使っていますが、『「ザ・大人」よりちょっと身

近に感じる人』になら会えるとか、話せるとか、つなが

りたいという若者の背中を押したいなというふうに、

CONET PROJECTの活動として思ってやってきました。

あとは、サポートしてあげている、してもらっていると

いうことではなくて、お互いに助け合って、お互いに

win-win なんだと。孤独が少しでも軽くなればいいとい

う思いで、同じ目線で、フラットな関わりでつながりづ
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くりとピアサポートの構築を進めるために活動してきま

した。子ども、若者はもちろん、いわゆる大人の方々に

も、これからも機会があれば、こうした思い、考えを伝

えていければなと思っています。 

CONET PROJECTの活動報告は、短くまとめて以上に

なります。最後にせっかくなので、このシンポジウム用

に私の考えを作ってきたものを 1 枚だけ入れています。

自立支援がテーマだったので、それについて考えてきま

した。自立支援という言葉を考えれば考えるほど、その

主語ってすごく支援者だなと感じます。ただ便宜上とい

うか制度上、共通言語としてこれは使うしかないという

か、これを使うのがベターになっているので、この言葉

を使うこと自体に抵抗はなく、自分もこれを使いますけ

れども、考えれば考えるほど分からなくなってくる言葉

だなと思っています。自立という言葉ももっとそうで、

考えれば考えるほど、これ何が自立なのかなといつも思

います。例えば標準とか常識とか、社会の言う普通に到

達させたいと願う大人側の目標でもあったりするのかな

とか、寝ながら考えたりもしたことがあります。 

その中で思うのは、本気でその人の人生を助けようと

思ったら、自立支援ということじゃなくて、人生伴走の

覚悟と、ハートと、行動が不可欠なんじゃないかなと思

っております。なぜこのように強く思うかというと、私

自身のこれまで生きてきた、今生きている経験からそう

思うんですね。私の場合は、大学の恩師が人生伴走者で

す。その人と、今もずっと関わりがあって、何度も助け

られています。施設の担当の職員とか児相の職員とかじ

ゃなくて、アフターケアの職員じゃなくて、僕の場合は

その人です。ただ現実として、僕の言うこの「人生伴走」

を仕事にするのは難しいと思っています。 

全ての支援者が、もちろんその人生伴走のマインドと

行動をしてくれたらありがたいというか、きっと全ての

子どもと若者が救われると思うんですけれども、それは

現実的に不可能なので、自立支援という枠組み、制度が

今仕事をしているのかなと思っています。今までいろい

ろな制度とかフォーマルな話が出てきたと思うんですけ

ども、僕がすごくこのスライドで思うのは、インフォー

マルなところ、要するに制度外のところにかなり助かる

きっかけやつながりみたいなものがたくさんあるのかな

と思っています。ある子ども、若者がその人にとって助

けになる人生伴走者、そういう人に出会う、つながるき

っかけと言いますかプロセス、道筋が、この自立支援に

も求められる 1 つの役割なんじゃないかなと、勝手な意

見ですけれども思っています。ご清聴ありがとうござい

ました。 
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シンポジスト 

小田川 華子 

（公益社団法人ユニバーサル志縁センター 

事務局長） 

 

 
皆さんこんにちは。ユニバーサル志縁センターの小田

川です。これまで 5 人の皆さんから、若者たちが向き合

う現実、支援者としての挑戦、そして当事者活動につい

て伺いました。本当に素晴らしい活動を皆さんされてい

るなと、いつもながらしみじみ伺って、応援したいなと

いう気持ちでいっぱいです。私の話は、これまで話して

くださった皆さんとちょっと角度が違いまして、現場で

頑張ってらっしゃる、寄り添い型の支援をしていらっし

ゃる、そのサポートをしていこうという中間支援の取り

組みが私たちのフィールドです。 

公益社団法人ユニバーサル志縁センターは、誰もが暮

らしやすく、参加できる社会を目指しまして、2017 年

に社会的養護を巣立って困難に直面している若者たちの

「生きる」を応援するために、首都圏若者サポートネッ

トワークを立ち上げました。これまで地域の協同組合や

支援団体の皆さん、研究者などと協力し、東京、神奈川、

埼玉で、伴走支援者を通して若者たちを応援してきてお

ります。首都圏でこの取り組みがとても助かる、あって

うれしい、というお声をいただいているので、同じよう

なコンセプトで、全国で頑張ってらっしゃるほかの地域

の皆様も応援したいと考え、休眠預金を活用して若者支

援をしている団体さんの応援をしております。現場でか

なり試行錯誤しながら奮闘されていますので、これは公

的な制度になっていかなければいけないだろうというこ

とで、政策提言も皆さんと一緒に行っているところでご

ざいます。ユニバーサル志縁センターはいろいろな事業

を行っておりますが、今とりわけ力を入れているのが子

ども、若者の自立支援で、首都圏若者サポートネットワ

ークの運営と、休眠預金を活用した独り立ちのサポート

事業になります。 

ここで皆さんにお伺いしたいんですけれども、こんな

悩み、ございませんでしょうか？ 独り立ちした子をしっ

かりサポートしたいけれども、施設の職員だけでは難し

い。あるいは本人の医療費や住む場所、困っているんだ

けど、どうしてあげればいいんだろうか？ 結構これ、よ

く伺う声なんですね。それから、厳しい家庭環境にいた

のに、保護されたこともなく、18歳、あるいは 20歳で

飛び出してきた子を受け止めたけれども、この子を支援

してあげるための資金がなくて、本当に動きづらい。ど

うしたらいいんだろうか？ こんな悩みありませんでしょ

うか？ あるいは、就労どうしていくの？ ハローワーク

にすぐ、というわけにもいかないよね、かといってバイ

トも続かない子はどうしたらいいんだろう？ こんな悩み

があちこちから聞こえてきておりまして、そこをどう乗

り越えるかという仕組みを作るのが、私たち中間支援団

体の役割ということになります。 

図では左のほうが皆さんの現場です。人生伴走者です

ね。人生伴走者の皆さんが直接支援に携わっていらっし

ゃいます。その皆さんから私たちはお話をたくさん伺い

ます。若者たちが置かれている状況、支援の現場の課題。

どんなニーズがあって、どんなことがあれば動きやすい

のか、そんなお話を伺った上で、じゃあ助成金使いませ

んか？ こんな情報あります、ネットワーク作っていきま

しょう。そんなことをして現場を応援する、そんな役割
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をしています。 

首都圏若者サポートネットワークがどんなことをして

いるのかをお話したいと思いますけれども、その前に、

今日はそういう組織の成り立ちを話してもらいたいとい

うことですので、はじまりのところのご紹介をします。

2016 年度、社会的養護下にある子どもの自立を考える

研究会というのを立ち上げました。これは私たちの法人

の代表理事が趣意書を発し、主に私たちの組織の理事に

なってくださっている団体の、割と上層部の皆さんにお

集まりいただいて勉強会をしてきました。このメンバー

が結構ユニークで、福祉の現場とは少し違う領域にいら

っしゃる皆さんです。生活協同組合の皆さんがたくさん

いらっしゃいます。それからワーカーズコープや、労働

組合の皆さん。こういった方々は組合組織ですので、助

け合いの組織です。仲間の組織になります。こういった

皆さんに若者が置かれている現状、とりわけ社会的養護

を出たとき、どんな困難に若者たちが向き合うのか。そ

の困難について支援者の方から教えていただくという研

究会でした。ここで課題認識を共有して、支援者が、人

生伴走者が動きやすいように助成金を届ける、というの

がよいのではないかと方向づけされ、基金が立ち上がり

ました。この顧問に村木厚子さんに就いていただいて、

ご助言を度々いただいておりますし、委員長は宮本みち

子先生に担っていただいております。 

この若者おうえん基金は、生活協同組合の皆さんから

お買い物のときにご寄付のボタンを押していただいて、

カンパをいただくという部分が非常に大きいです。あと

チャリティ自販機でもご寄付をたくさんいただいている

のと、クラウドファンディングでも多くの市民の皆様か

ら応援をいただいております。その基金を用いまして、

現場に支援を、助成金をお届けするということをやって

おります。助成金は 2 種類ございまして、1 つは伴走支

援枠。これは一人ひとりに必要な資金を届けるというこ

とで、家賃に使われる場合もありますし、医療費に使わ

れる場合もありますし、資格を取るための参考書を買い

たいということもあります。支援者が会いに行くときに、

どうしても交通費、食費が、ファミレスでお話したり、

というときに掛かるので、そういう経費に充てていただ

いています。もう 1 つは、先駆的実践枠というものです。

これは新たな事業を立ち上げようというものに助成する

ものです。制度ではどうしてもカバーできないニーズを

放っておけないから自分たちで取り組みを始める。そこ

に使っていただこうというものです。これは例えば、先

程サンカクシャの荒井さんが夜の居場所の話をしてくだ

さいました。かなりディープな空間ですね。そこの運営

資金に使っていただいたり、ということをしております

が、多いのは、やはり居住支援に使っていただくのが割

合としては多いのかなと思っています。 

それからもう 1 つ、就労支援が難しい課題です。いろ

いろな事業所に就労支援担当の皆さんがいらっしゃると

思います。施設にも拠点事業にもいらっしゃると思いま

すけれども、どうやって支援していけばいいのかという、

そこが非常に難しい。とにかくすぐに仕事、ではなくて、

手前の体験ができるといいねということで、自立援助ホ

ームの職員さん、とりわけ恒松さんと一緒に体験就労プ

ログラムを作っています。現場の困り感を伺って、チャ

レンジさせてもらえる事業所を見つけ出して、お願いを

し、コーディネートしていくという体験就労プログラム

です。受け入れ先は生協のお店とか、配送センターとか、

ワーカーズコープさんが運営していらっしゃる福祉の事

業所とか、いろいろなところですけれども、やはり仲間

の組織で運営してらっしゃるということで、非常に包容

力のある皆さんがいらっしゃって、本当に温かく応援し

てくださって、次のステップにつながっていく子が多い

なと思っています。このプログラムを経て、正規社員に

なったというニュースを、つい先日伺ったところで、う

れしいなと思っております。 

こういう取り組みから、制度の隙間は多くあるという

ことが見えてきます。現場で本当に必要なことをやって

いる、けれども人も足りない。それは資金が足りないか

らだし、というのがあるわけですよね。本当に困窮して

いる、資金がないと生きていけない、サポートできない。

そういったところを担当してくださっている皆さんの活

動には、公的な制度として対応すべき部分がかなりある

と考え、どういう施策であるべきか整理して、政策提言

の取り組みをしています。 

これまでの取り組みをぎゅっと 1 枚にまとめましたが、

2021 年から、児童福祉法改正に向けて私たちは動き出



 

 

 

214 

 

第７回 FLECフォーラム報告

 
特別シンポジウム 

「自立支援の新たな風〜支援対象の拡大に向けて〜」 
 

しました。これは、私がユニバーサル志縁センターに着

任して最初の仕事でしたけれども、自立援助ホーム協議

会の皆さん、それから先程村田さんからお話があった

「えんじゅ」の皆さんにアンケート調査をさせていただ

いて、全国の事業所の皆さんから声を集めて、また役員

の皆さんと意見交換をして、今何が課題なのか、何が制

度として整えばいいのか議論して、アフターケア事業が

制度になる必要があるよね、と結論付けました。それか

ら、18 歳で準備もできていないのに外に出なければい

けないのは厳しい。だから年齢の上限をもっと引き上げ

るべきだ。そういった内容の提言をして、1 回だけでは

なくて何回も意見をお届けしに行って、児童福祉法改正

につなげていただいたと思っています。今、拠点事業が

始まり、それでも課題があるよねということで、今年度

も一緒に政策提言をしてきているところです。 

このように、私たちは現場の皆さんからいろいろとお

話を伺う中で、大事なことって何？ 何があったら本当に

変化が起こるんだろうか？ 生きていきやすくなるんだろ

うか？ というのを考えました。それで 1つ、これが鍵で

はないかなと思ったことが、開放型支援です。休眠預金

事業を用いて実践する中で、次年度はここに焦点を置い

てチャレンジしようと思っています。支援団体の居場所、

居住支援、就労支援、いろいろなプログラムに、いろい

ろな人に入り込んでもらう。そしてそこで若者がいろい

ろな人と出会う。その中には、その子と相性のいい出会

いがあると期待しています。そうすると頼れる人が増え

ていくんじゃないか。そういう場をデザインする事業に

助成をしますというかたちで、次の年はこれをチャレン

ジしようと思っています。とりわけ社会的養護の領域は、

個人情報のこともあるので閉じた関係で支援が行われて

いて難しさも感じています。ここをもう少し開いていく

工夫ができるといいのではないかなと思っています。 

私たちは、伴走支援する取り組みに着目し、いろいろ

な団体さんを応援させていただいています。まだまだ制

度になるべき部分はあるなと思いますし、制度ではなく

て、地域で暮らしをみんなで作っていく、地域づくりみ

たいな観点で、自分たちでやっていくべき部分もあると

思っている一方で、まだまだ知られていない取組みがあ

るとも思っています。私たちが関わっている団体さんの

活動紹介をした冊子を作っていますので、ぜひ皆さん

WEB版を見てくださいね。 

最後に、独り立ちした若者を一人ぼっちにしない。こ

れが大事だと思っています。そのために支援者の皆さん

も奔走していらっしゃいますが、支援者の皆さんも一人

ぼっちになった感じで、つらい思いを抱えながら動いて

いる場面もあるのかなと思います。支援者も一人ぼっち

にしない。そんな社会の仕組みを作っていければと思っ

ています。ご清聴ありがとうございました。 
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シンポジスト 

中島 かおり 

（認定 NPO法人ピッコラーレ 代表理事） 

 

 

 
認定NPO法人ピッコラーレで代表をしております助産

師の中島かおりです。今日はずっと若者の話が出てきて

ますが、私からは中でも特に若者と妊娠ということでお

話をしていきたいと思います。 

妊娠を望んでいたとしても困るという場合もあります

し、予期せぬ妊娠ということもあるかと思いますが、妊

娠が困りごとになったとしても、妊娠というのは期間限

定の困り事なので、いつか誰かに助けてという場面が出

てくる。ピッコラーレは、妊娠が困りごとになっている

方とつながって、妊娠以外の困難も含めて整理整頓のお

手伝いをして、彼らが自由を感じながら幸せに生きてい

くことができる、そんな社会を作りたいということで活

動を始めています。 

妊娠にまつわる全ての「困った」「どうしよう」に寄

り添うというミッションを掲げていて、ここに挙げた 4

つの事業をやっています。1 つは相談の事業です。相談

でつながって、私たち自身がハブになってその先の支援

につなげていくということ。そしてもう一つ居場所の事

業をすることで、つながり続ける。その人の暮らしの場

所になるということで、妊娠、出産、産後までつながり

続けるということ。そして研修・啓発の事業では、担い

手を増やしていく、私たちの仲間を増やしていくという

ことと、私たちが出会っている方のことを理解する人を

社会の中に広げていくということ。4 つ目の、政策提言

とか調査研究というのは、現場で起きていることを制度

を作っている人たちに伝えて、より良い制度にしてもら

ったり、無い制度を新しく作ってもらうという、この 4

つをぐるぐる動かししながら、2015 年から活動をして

います。 

そもそもなんで私たちが 2015 年に始めたのかという

と、こういった事件を聞いてびっくりしたのがスタート

ラインです。これは今年の 2 月にちょうどニュースで報

道された 2 件のニュースです。どちらも生まれたばかり

の赤ちゃんが亡くなってしまって、そのお母さんが捕ま

ってしまったというニュースです。こういったニュース

は虐待死と扱われます。虐待死は毎年国から何件あって、

その背景には何があるかが報告されているんですけれど

も、これはある年の報告の中にあった言葉です。「赤ち

ゃんを助けるよりも誰にも知られたくない気持ちのほう

が強かった」。どうして彼女がそういうふうに思うので

しょうか？ 私は助産師ですので、先程のお母さんたち、

虐待死に至る方というのは病院にかかることがないまま、

母子手帳ももらわず、病院以外の場所で出産していると

いう、命がけの出産になっているというのはどういうこ

となんだろうか、と思います。日本の虐待死の中で一番

多いのが、生まれたその日に亡くなる命だという傾向が

ずっと変わらないままでいる。私たちはこれを防ぐこと

ができていないという中で、相談に乗れたら、というこ

とを考えたけれども、誰にも知られたくない方にどうや

って相談してもらうかというのが大きな課題だと思いま

す。この言葉を言ったのは若年の女性です。日本の妊娠

は出産の平均年齢、30、31 歳ぐらいと報告されていて、

10 代の妊娠は 1.3 パーセントぐらいにすぎないという

数字があります。本当に未婚で産む人も日本は 2 パーセ
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ント以下という中で、未婚で、なおかつ若年で生むとい

うのは本当に少ない、見えてこないところにいる方では

あるけれども、虐待死に至るところにいる方は多くが若

年であるという状況があります。 

こういった方とつながるためには、妊娠、出産の専門

家である必要があると最初私たちは考えました。でも専

門家というのはすごく先が見通せてしまったりするし、

パターナリズムに陥りやすい。あとは眼鏡の色がすごく

濃くついている状態で相談にあたってしまうことがある

なというところで、先程から話が出ているように、相談

を避けられる存在ともいえます。では、どうやったら相

談してもらえるかというと、匿名で相談してもらうとい

いんじゃないか。あるいはジャッジをしないということ

を徹底しようとか、私たちがこの人にはこれが必要だと

決めるんじゃなくて、まずはその本人のニーズに応じる

ところから相談を始めたらどうか、ということ。もう 1

つは、相談の入口をいろいろ用意するということで、電

話だけではなくてメール。メールは今の子は使わないの

で、あるいはチャットの相談というのを次々作りながら

相談に乗ってきました。もう 1 つ、この右側にあるよう

に、SNSで、インスタとかXなどで、こんな相談に乗る

よというのを分かりやすく発信するということの 2 つを

やってきています。 

これは相談の窓口の状況ですけれども、2023 年度、

私たちが運営する妊娠 SOS 東京という窓口には 3,454

人からの相談が寄せられています。本当に様々な相談の

内容で、彼らを年齢別で見ると 10代、20代が約 7割を

占めるような状況です。性別を見たときには、実は男性

からの相談が 14 パーセントぐらい含まれていて、これ

は開設当初からずっと変わらず、女性だけが悩んでいる

のではなく、パートナーである男性も悩んでいるのかな

というのをいつも感じています。 

こちらは相談の内容を示しています。相談の多くが、

実は妊娠が分かる前の相談です。生理が遅れているとか、

避妊に失敗したとか、そういった妊娠が分かる前の、妊

娠不安と言っていますが、そういった相談が 7 割を占め

ていて、10代からの相談に至っては 83パーセントがそ

ういった相談です。ここで私たちは何をしているかとい

うと、予期せぬ妊娠を防ぐための個別性の高い性に関す

る知識を伝えたり、スキルについての相談に乗ったりと

いうことをしているので、この窓口で、予期せぬ妊娠の

手前で防ぐということがぎりぎりできているといいなと

思いながら、日々相談に乗っています。さらに、ここで

見えてくるのは、暴力にさらされているとか、お金がな

いという生活困窮の問題、あるいは同意がない中でセッ

クスをしているとか、一人ひとりが幸せに生きるために

必要な、人としてのコミュニケーションのスキルみたい

なところにも課題があることが見えてきていて、そこの

予防がすごく大事なんじゃないかなと思っています。 

そこで、相談窓口で相談者さんを待つだけでなく、私

たち自身が出張していって、子どもたちがいる場所で性

に関して話をしていくということに挑戦していて、これ

は出張保健室の様子なんですけれども、ピコタイムとい

う出張保健室を、豊島区の中高生の居場所、行政がやっ

ている場所に出向いていって、そこでお話をしています。

ここはメインが中学校 2 年生の男の子たちなんですね。

私たちは放課後でお腹を空かせているだろうからお菓子

を持って言って、お菓子あるよ、とかって話をして、ク

イズに答えたらお菓子をもう 1 個あげるよ、とかいって、

そのクイズの中身が性に関するクイズになっていて、付

き合っていたらキスをするのは当たり前、イエスかノー

か？ みたいなクイズをいろいろ持っていって、そこから、

包括的性教育と私たちは言っているんですけれども、基

本的人権と科学的根拠に基づく知識を知ってもらうよう

な活動をやっています。 

ここに挙げたのはそこで出会った若者からの声です。

皆さんはこれをどんなふうに見るでしょうか？ この声か

ら見えてくるのは、子どもたちに学ぶ機会がないことで

あったり、このまま知らないまま大人になったら困るん

じゃないかなとか、そんなことが感じられるかと思いま

す。つまり、彼らの声を私たちが現場で聞いていて感じ

ているのは、大人である私たち自身の社会の課題という

ものが大きくあって、そこに手を入れていかなければ、

先程のような思いがけない妊娠の中、子どもが亡くなっ

てしまうという事件を防ぐことができないんじゃないか、

ということです。予防は、予防されたという結果が出て

も、それって評価されにくいんですね。目に見えにくい

ので、予算がつきにくい分野だなと思っています。その
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ため、学校でも全然されていないなと思うんですけれど

も、こうやって私たちが出張して行っているところは全

部自前でやっています。私たちも寄付のお金でスタッフ

を配置して、出張先に行くということをやっています。 

もう 1 つ、私たちが出張しているものが、ピコカフェ

というものがあります。こちらは何かというと、性に関

する話っていきなりだととてもしにくいですよね。社会

の中のスティグマがあるので、怒られるんじゃないかと

か、恥ずかしいという思いがある。そういった中で、先

程川村さんもおっしゃっていたんですけれども、相談よ

り雑談。カフェだとおしゃべりをしながら、そのおしゃ

べりの中で身体のことだったり、彼氏の話が出てくると、

そこから話が広がっていく中に性の話が入ってくるとい

うことが実際起きています。 

先程まで話したのは妊娠する手前の相談で、そこでは

予防的な関わりができる可能性があり、そこで私たちは

相談の窓口を飛び出して出張というかたちをとっている

というお話だったんですけれども、ちょっと数字が戻っ

ていくと、2023 年、3,454 人の相談があったうち、今

度は実際予期せぬ妊娠をしてしまっている人というのは、

10 代に関しては 168 人いました。この妊娠を引き受け

ているのはこの子どもたち自身です。ウェルビーイング

な状態から逸脱してしまうということがあるかと思いま

す。彼らがどういう状況にあるかというと、受診中の人

は 10 パーセント、初回の確定診断、病院にちょっと行

っているという方でも少なくて、母子手帳をもらってい

ない人も多いという中で、非常に孤立していて、このま

まだとハイリスクな状況になるということがお分かりい

ただけるかと思います。本当に待ったなしの状態です。 

ここでどんな人なのかをイメージしていただけるよう

に何人かの事例をつけてきました。思いがけなく妊娠し

ているだけでなく、住まいがない。ネットカフェで暮ら

しているとか、そういう状態にあるということなんです

ね。こういう方とつながり続けるのはすごく難しくて、

私たちが出会った方は、今日東京にいて相談に乗った方

が、次の時は四国のほうに移動されてしまうとか、そこ

から今度東北に行ってしまったとか、かなり広域で転々

と住まいを変えながら生き延びている方に出会ったとき

に、どこか住まいを決めていただかないと、母子保健っ

て市区町村が主体で、いる場所で受けるサービスなので、

具体的な支援につながりにくいということがあります。

そもそも家がないから妊娠をしたり、知らない人の家に

泊まって性被害に遭うとか、あるいは寮に住んでいるん

だけれども妊娠をしたことによって、仕事を続けられな

くなるので住まいを失ってしまう。そういった課題が、

住まいがないから妊娠をする。妊娠をしたから住まいを

失うという、そういう状況があることが分かりました。

そういった方は妊娠のずっと手前からいろいろな困難を

抱えていて、なかなか支援につながりづらい背景を持っ

ていることも分かって、私たちが出会えたとしても、そ

ういった方をすぐに入れてくれる場所がないということ

にも気づき、ないんだったら作りたいということで、プ

ロジェクトホームというプロジェクトを始めました。 

とはいえ、私たちはソフトのところは自分たちででき

ますと言えるんですけれども、ハードであるお家を借り

るのはすごく大変です。こういった弱小 NPO に、いろ

いろな人が出入りする可能性があって、赤ちゃんもいる

ようなお家を貸してくれる大家さんはいないんですね。

物件が見つかるまでに 3 年ぐらいかかりました。豊島区

の地域貢献型空き家利活用事業という、住宅課がやって

いるプロジェクトを利用することができて、豊島区の池

袋に「ぴさら」という拠点を構えることができて、今 5

年目になります。ここはこんな場所で、個室が 2 部屋あ

って、その子たちが「いたい」と思えることが大事だと

思っているので、Wi-Fi が使えます。シェルターではあ

りません。ネットフリックスを見ることができて、本当

にくつろいでもらえるような環境を作りたいと思ってい

ます。ここに来た子が「誰にも邪魔されず、朝までぐっ

すり眠れたよ」、と言ってくれた、その言葉がすごく心

に残っています。そんなふうに本人がホームと思える場

所を作ることを目指して今やっています。ここにいる間

に、平均で 10 の連携先とつながります。それは必ずし

も行政の支援者だけではなくて、先程のサンカクシャの

荒井さんたちのような民間の団体さんも含めて、平均

10 のつながり先。うちを卒業したあとに頼れる先が私

たちだけでは足りないんですね。なので、そういったと

ころと出会えるということも大切にしています。 

暮らしを支える。実はこの私たちがやっているような
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事業は全国に広がっていて、令和 6 年の改正児童福祉法

の中で、ないから作ったんですけれども、法定化されて、

妊産婦の生活援助事業というかたちの制度になりました。

この生活援助というところが肝だと思っていて、「生き

延びてきたけれども暮らしてこなかった」という、いず

み寮の横田さんの言葉があるんですけれども、生活を立

て直す場でもあるということで、かなり支援者がたくさ

ん関わりながら、その人自身の暮らしを支えるというこ

とをやっています。 

やっている中で見えてきたのが、私たちは彼らの中に

課題をどうしても見てしまうんですけれども、そもそも

彼らが困ってしまうのには理由があって、それは何かと

いうと、私たちの社会が性であるとか生殖の健康や権利

を大切にしていないということがある、と感じています。

そのことを妊娠したときに、自分の体のことを自分で決

めることが難しいという状況をそのままにしているとい

うのが問題で、皆さんご存知かもしれませんが、Sexual 

Reproductive Health/Rights という言葉があって、性

に関する学びであるとか、自分の決定というのを一人ひ

とりが自分で決めていいんだよ、という概念を知る人を

増やすところが、私たちは大事なんじゃないか、という

ことに至っている現在です。 

実は私たちの社会の中に、性と生殖の健康と権利を保

障する法律が全くないというものも問題だと思っていま

す。これは困難女性支援新法という新しくできた法律で

すけれども、ここにも性と生殖に関することがまだ入っ

ていないです。なので、改正のタイミングで性が人権で

あるということがこの法律に入って、誰でも性や生殖に

関して困ったとしてもどうにかなるという制度が広がっ

ていくことを目指してほしいなと思っています。加害者

を生まないということも大事です。そもそも大人が知ら

ないということも背景に大きくあると思っています。 

妊娠や出産に関することって自己責任とされやすいで

す。それは社会の空気がそうだというだけではなくて、

実は制度がそうなっているということがそういった空気

を作っていると感じています。自己責任とされている背

景には、避妊や中絶や出産に関することは公的な保険制

度の外に置かれてしまっていることも象徴的だなと思い

ますし、学校で性に関する知識やスキルを教えていない

ということもあります。妊娠をきっかけに誰もが孤立す

ることなく、自由に幸せに生きていくことができるため

に、若者を変えていこうということではなくて、まずは

私たち大人や社会人がどうやって変わっていくかという

議論になっていくことを期待しています。今日はありが

とうございます。 
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助言者 

源河 真規子 

（こども家庭庁長官官房審議官（支援局担当）） 

 

 

 
こども家庭庁の源河と申します。どのお話も本当に面

白かったと思います。小田川さんからも児童福祉法の改

正に関して政策提言をしたという話がありましたが、児

童福祉法の社会的養護自立支援拠点事業と児童自立生活

援助事業に関して、私からも資料を出させていただいて

おりますのでご参照いただければと思います。 

感想として 3点ございます。 

まず 1 点目が、社会的養護自立支援拠点事業も、それ

から児童自立生活援助事業も、もっといろいろな方に取

り組んでもらえればなと思っております。特に、児童自

立生活援助事業のⅡ型、児童養護施設等が実施主体とな

るものに関しては、ぜひこれまでお子さんを支援してき

た経験を踏まえて取り組んでいただければと思いますし、

拠点に関しましても、林さんのように企業の視点を持つ

方にも取り組んでいただければと思っております。そう

して、いろいろな方に取り組んでいただくことによって、

地域間格差が狭まっていくんじゃないかなと思います。 

2 点目に関しましては、恒松さんからも村田さんから

もお話がありましたが、ネットワークが非常に重要だと

考えております。今日、ご来場いただいた皆様は、ぜひ

つながって帰っていただければと思います。今日、いろ

いろな方から住まいに関するお話が出てきました。住ま

いを担当する方とは普段は直接のつながりはないかもし

れませんが、福祉にとっても実は住まいは非常に重要だ

と思いますので、課題解決には住まいも含めたネットワ

ークの力が必要じゃないかなと思っております。 

それから 3 点目に関しましては、予防的支援を含め、

どうやって当事者に届く支援をするかというのが重要だ

と思います。荒井さんからはゲームを通じて、という話

がございましたし、川村さんからは、相談所に相談は来

ないという話がございました。また中島さんは、相談の

入口をいろいろ用意しているというお話がありました。

当事者に届く支援をどう考えていくかというのが重要だ

と思います。以上です。 
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ディスカッション 
 

 

 

 

 
村木：ありがとうございます。源河審議官から、ディス

カッションのテーマを提供してもらいました。では、少

しずつ皆さんに補足をしてもらいながら、言い足りなか

ったところをテーマ別に深めていきたいと思います。 

まず 1 つ目のテーマなんですが、格差をどうするかとい

うところ。地域間格差も、それからもう少しストレート

に言うと施設間格差のお話もありました。すごく面白か

ったのが、制度外の支援をどうやって育てるか。そこが

結構肝だという話が出た一方で、その制度外で育った、

本当にいいサービスを制度化しなきゃいけないという話

が出てきました。じゃあ、制度化ってなぜするのか。制

度にすれば枠ができて使いにくくなることもたくさんあ

るのに、それでも一方で制度にしなきゃいけない。なぜ

かというと、地域で標準装備ができるからだと思うんで

すよね。その上で、プラスアルファ、欲を言えば、制度

外のサービスも、制度ではないんだけど、どこの地域に

もあるという標準装備になるというところまで行けたら

すごく面白いんじゃないかなと思いながら、今日のお話

を伺いました。 

最終的な理想はそこですけれども、まずは、既に制度化

された制度がちゃんと地域に活きているか、どんな施設

さんもやってくれるか、という点からスタートしなけれ

ばいけないと思います。この辺りは、一番重たい課題か

もしれないですけれども、恒松さん、どうやるかという

お話をいただけますか。 

 

恒松：ありがとうございます。制度外を制度化というの

は、自立援助ホームもまさにそこから始まっているとこ

ろであったので、先程もお話した通り、養護施設を退所

した子たちが共同生活を始めて、そこにみんなが集まっ

てくる。そこを出た人たちが支援側に回って、生活して

いる人たちを支えていく。そういう制度外から始まって、

それで昭和の後半、平成に入る直前にやっと児童自立援

助ホームになった。そういう経緯もありましたので、私

たちも制度の方たち、事業の方たち、制度外の方たち、

いろいろな人と手を組まないとやれないことがたくさん

ありました。それが少しずつ標準装備されて、全国どこ

ででもそれができる。どこにいる若者も支援につながる、

ということにはなるんじゃないかなとは思っております。

その上で、今、村木さんもおっしゃったように、制度外

のものもあり、例えばサンカクシャさんのようなところ

があれば、うちにもゲーム PC 好きな子がいるから「そ

こに行ってみたら？」と、そういうふうにもつなげるこ

とができるとは思います。ありがとうございます。 

 

村木：どの地域の制度も標準装備が上がっていくという

辺りは、林さんはいかがですか。 

 

林：制度があることですごく進むなというのも感じてい

まして、例えば、奨学金支援がなかったとき、最初は大

学なんて贅沢だと言われていたところが、制度ができた

ことで、職員たちが子どもたちに積極的に進学を勧める

ようになってきて、それによって子どもたちが自分の将

来を自分で選べるんだ、と変わっていったのはすごく大
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きかったと思うんです。ですが、今、制度を導入して、

助成事業が始まって感じるのは、制度ができるとその枠

にはまらないものは全部持ち出しになっていくというと

ころで、行政区でここは受託しているけれどもここは受

託していないみたいなことが発生すると、子どもたちは

どの区の出身かなんて選べなくて、たまたま自分が所属

する区がその事業をやっているか、どこまでやっている

かで受けられる支援に差が出ている、というのが現在の

状況です。これが早く標準化されていかないと、子ども

たちに対してはかえって無力感を覚えさせたり、どうせ

自分なんて、せっかく制度があるといっても自分は使え

ないじゃないか、という気持ちがより高まっていったり

して良くない状況だなと思っています。そのため、今、

うちはやせ我慢をしながら、行政からお金が出ていない

部分でも実施をして、やっていくという選択をしていま

す。そういう対象外とされる部分については、しばらく

誰かが頑張らなきゃいけない。行政も、いくつもの制度

化されていない実践の中から制度化をどう進めるか、と

いうところで取り組んでくださるといいなと思っていま

す。以上です。 

 

村木：ありがとうございます。やせ我慢。制度外支援の

お金集めについて、小田川さんもずっと取り組まれてい

ますが、いかがですか。今回登壇の皆様の中には中央官

庁に政策要望もされている方もいらっしゃいますが、ど

うやったら自治体を動かせるか、次の壁は自治体ですよ

ね。自治体をどう説得するか、参加者の皆様にも共通の

悩みだと思うので、小田川さんと、さっきすごく面白い

ご発表が、村田さんだったかな？ 各自治体へのロビーイ

ングの後押しをやっているという話があったので、その

辺りの知恵も教えてもらえたらと思うので、お願いしま

す。 

 

小田川：国で制度を作っていただいても、自治体で予算

をつけていただかないことには、その地域には制度がな

いという状況になりますので、これをどう打開していく

かは課題です。例えば、助成金を使っていただいて、ま

ずはチャレンジをする。そして支援がある状態にした上

で、「ほら、ニーズありますよね。支援できる担い手も

います。ここに予算をつけてください。」という道筋で

お話するというのは、1つの方法です。 

ただ、一事業所がチャレンジしたところで変化を促すの

は厳しいので、もう一歩進めたチャレンジの方法もあり

ます。例えば、私たちが休眠預金事業で応援した愛媛県

の例ですと、食支援と就労支援をされていた団体さんが、

私たちの事業によって助成もついて、自立援助ホームさ

んとかなりネットワークを強められたんですね。ファミ

リーホームの皆さんにも食料をお届けして、就労支援は

どうですか？ とつながりを広げ、地域にネットワークを

作られました。自立支援の壁がすごくあるよね、ここに

予算必要だよね、という話をしっかり地域のネットワー

クの中で確認し、一緒に県にお話をしに行って、県の皆

さんも、「そうか、そういうニーズがあるのか。ほかの

周辺の地域は予算をつけていて、愛媛県だけまだだよ

ね。」という確認があったりして、じゃあ、愛媛県でも

やりましょうという流れになったという事例もありまし

た。ですので、地域で課題を共有していく、仲間を作っ

ていくのは、1 つ重要なステップなのかなと思っており

ます。 

 

村木：ありがとうございます。村田さんもお願いします。 

 

村田：自治体への働きかけはまだこれからですが、拠点

事業をやりたい事業所があり、国はやってくださいと奨

励していても、自治体さんが手を挙げて予算を取ってく

れないと実施できないというところで、今何カ所か止ま

っているところがあります。自治体はなぜ予算をつけら

れないのか、基準額が国から示されていまして、2,600

万円ぐらい、1 事業所に提示されているんですけれども、

満額出ていないところが多いという状況で、どうして出

せないのかをヒアリングして回っています。伺う中で、

財務課を通すだけのロジックの数字を出していかないと

難しいというところがネックになっていると分かってき

ています。それを業界団体というか、われわれからこう

いうロジックで、と提示できるようにサポートする必要

があるのかなと思っています。ヒアリングは途中なので、

あと 5 自治体ぐらいやらせていただいた上で、またお話

しできるといいなと思っています。 
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村木：そこで知恵が出てくると、すごくいいですね。さ

っきの小田川さんの話と合わせると、どこかでやってみ

せて、こういうのをやったらすごくいいよね、できるよ、

という実例を見せるという話と、それからそういうこと

を実践している、これからやりたいという仲間を増やす

という話と、あとこれは日本特有かもしれないけど、横

並びを刺激するという。他所はやっていますよ、という

ところと、あとは財務当局者を説得するロジックと数字。 

 

村田：そうですね。そして今、いろいろな事業所さんに

入らせていただいて、どうやって支援しているかを見て

いるんですけれども、遠方に現地訪問して、1 件訪問す

るだけで 1日かかっちゃうみたいなものと、LINEで 10

回ぐらいやり取りしてこれで 1 件というのと、同じ重さ

でカウントされているんですよね。対応にどれだけ時間

がかかるかが全然違っても、同じ 1 件とされています。

また、明らかに支援の対象者が、推計を出しても多くな

っているのに予算も増えていないことも課題です。事業

所人数を増やせないので、現場の皆さんから聞こえてく

るのは、あと一人、人がいれば会いに行けるのに、って

いう声をいろいろなところで聞いていて、それを増やす

ためにどうしたらいいのかというのをこちらで用意して

いかなければいけないなと思います。 

 

村木：ありがとうございます。その結果を皆さんに広く

見ていただくことも大切ですね。 

 

村田：そうですね。ヒアリング先の自治体さんから OK

をいただければ、公開できます。えんじゅの WEB も活

用し、難しそうであればまた考えます。 

 

 

 

村木：ありがとうございます。皆さん待っていましょう。

財政当局の説得は、中央の役所でもそうですし、自治体

でも最後の壁なので、これは頑張らなきゃいけないです。

源河さんはいつも財務省説得で努力されていると思うん

ですけれども、財政当局の説得で何かコツはありますか。 

 

源河：私たちがよく聞かれるのが、既存事業との切り分

けという点です。既にやっていることがあるのであれば、

そことの違いはしっかり説明しなきゃいけないなと思っ

ています。また、データ、いかにも限られた範囲でのデ

ータ、という感じではなくて、しっかりとした、これな

ら、というようなデータが出せるといいと思います。 

 

村木：分かりました。頑張りましょうね。自治体の説得、

データと、もう 1 つはストーリーもあるとすごくいいと

思うので、個別のストーリーを上手に拾いながらしっか

りとしたデータを、ということ。そして既存事業との切

り分け。これは大事なところなので頑張りましょう。自

治体をちゃんと応援してあげましょうね。われわれ、ま

ずは説得に行くわけですけれども、説得したあとは背中

を押して、財政当局との戦いに立たせてあげなければい

けない。そこをやりたいと思います。 

まず、その格差というか標準装備問題をやりましたけれ

ども、合わせて次は、戦うためにもネットワークが要る、

仲間が要るという話が出てきました。この辺りの話をも

う少し進めていきたいと思います。ネットワークづくり、

これは村田さんのところはまさにネットワークづくりか

らスタートしているので、この辺のお話を聞きたいと思

います。 

 

村田：拠点事業の場合は、1 都道府県に 1 件というとこ

ろが多いです。政令市とか児相設置市に 1 件という場合

もあって、東京都などは拠点事業をやっているところが

複数あると思います。そのため、県に 1 件の拠点事業を

続ける中で、ほかの県でどういうふうにやっているか知

る機会があまりなかったり、すごく重たい相談にどうい

うふうに対応したらいいか迷ったときに相談する先がな

い、という状態があると伺っています。情報やアイデア
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がほしい時、皆さんこういうときにどうしていますかと、

例えば、うちでは居場所を開所する際になぜか食料が買

えないけど皆さんどうしていますかとか、それぞれ悩み

や解決の知恵をお持ちだと思うので、それを相談したり、

そのやり方を共有してみんなでエンパワーし合うという

ことができたほうがいいという事で、2018 年にこの

「えんじゅ」という団体ができていると、私は途中から

入った人間ですけど、創業者から聞いております。 

そのような状況なので、事務局としてやりたいなと思っ

ているのは、今、58 カ所の事業所があるので、40 カ所

ぐらいは今ヒアリングしているんですけれども、一応全

都道府県をコンプリートしたいと思っています。日本の

中の 58 カ所の団体の状況について、どういう人が、ど

ういう形態でやっているのかを全部把握している人は多

分いないんじゃないかなと。全てとつながって、加盟し

てもらったり、加盟してもらわなくても、いつでも協力

し合えるという関係を作っていきたいなと思っています。 

制度ができたらそれを現場で使えるようにするとか、現

場から声を上げて制度を変えていくとか、あと制度外で

やったほうがいいこともあると思っていまして、荒井さ

んのところでやっているバンジージャンプとかゲームと

かはすごくいいなと思いつつ、制度にするのは難しいか

なと感じました。今月、お出かけして、バンジージャン

プを 10件やりました。10万円です。バンジーですか？ 

みたいな感じになると思うので、制度外でやったほうが

いいことは寄付を活用するのがマッチすると思います。

制度にすることで縛る、枠を決めるということも発生す

るので、制度外でやったほうがいいこともいっぱいあり

ますね。それができるように、寄付を集めて加盟団体の

皆さんに使ってもらうようにするか、もしくは皆さんが

寄付を集めやすくするためにナレッジを提供するか、ど

ちらかをやりたいなと思っています。 

 

村木：ありがとうございます。1 つは、同じことをやっ

ている仲間が集まって、ノウハウとかいろいろなものを

共有するというのと、今度は自分たちができないことを

やっているところを見つけるという 2 種類のネットワー

クがあるんですよね。どっちも大事ですよね。 

 

村田：そうですね。あと拠点事業、今加盟している 44

団体も、よくよく話を聞いてみると結構やり方が違うん

ですよね。こども家庭庁さんから出ている通知があり、

それに則ってやっていても、母体がそれぞれですし、詳

しく聞いていくと全然やり方が違っていました。今回、

3 団体入らせてもらって、3 日間ぐらい観葉植物みたい

にじっと何をしているかを観察させてもらっているんで

すけど、やはり全然違うんですよね。なので、標準化と

いったとき、同じ拠点事業を使っていても全然違うので、

若者支援型とかなんとか型とかモデルを作ろうと思った

んですけど、はまらなかったので、もうちょっと詳しく

調べてから、こういうやり方がありますよ、というのを

提示できるといいなと思いつつ、提示できるのかな？ と

今思っているところです。 

 

村木：なるほど。ありがとうございます。仲間づくり、

ネットワークづくりをみんなやっているから誰に聞こ

う？ というのはありますけど、小田川さんは中間支援団

体、まさに仲間づくりの団体でもあるので、お願いしま

す。 

 

小田川：私は、中間支援の立場でネットワーキングをし

ているので、先程村田さんがお話になった、現場のネッ

トワークとちょっと毛色が違うネットワークです。例え

ば、現場の皆さんが若者たちをサポートするときに必要

なツールが十分にない時に、就労支援につないでいった

り、一緒に就労支援をしてくれる外の仲間がほしいとい

ったニーズに応えるようなネットワーキングを私たちが

しているのかなと思います。生活協同組合の消費者の皆

さんからはご寄付をいただくというかたちでつながり、

生活協同組合の事業者の皆さんには就労支援のパートナ

ーとなって、一緒に若者を育てていただくというかたち

でつながっています。そのようなかたちで、従来の社会

福祉のエリアの外の皆さんに若者たちのことを知っても

らって、一緒に一市民として応援してもらって、社会の

担い手を一緒に育てるという事をネットワークを介して

一緒にしていただけているのかなと思います。これをす

るには、現場はこうだよ、という若者たちの声がすごく

大事ですし、その若者たちの側にいらっしゃる支援者の
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皆さんからリアルなお話を伺ってお伝えできると、応援

してくださる人は本当にたくさんいるなと思っておりま

す。 

 

 
 

村木：ありがとうございます。現場はこうだよ、という

発信も大事ということですよね。バンジーは外からの寄

付じゃないとダメ、という話がさっき出ましたけど、外

の応援団を増やす方法を荒井さんからお願いできますか。 

 

荒井：あまりないというか、もう頑張って集めるしかな

いんで。逆に何かアイデアはありますかって聞きたいな

って思います。バンジージャンプ飛びたいというのは困

っていないんですけど、こういうのあったらすごく変わ

るんですとか、本当にこれが必要だとか、困っているこ

とをちゃんと吐き出すと助けてくれるので、NPOのあり

方としてそれでいいかなと。 

 

源河：荒井さんのところの出していらっしゃるサンカク

シャ通信、メールでいただくのがすごくいいと思ってい

ます。発信源として、書いてある中身も含めて私は役に

立つんじゃないかなと思います。 

 

村木：ちゃんと伝える力があるというのが、共通して相

当大事になるということですね。あと中島さん、一人の

子を支えるのに 10 カ所ぐらいの連携先がいると言って

いましたけど、どうやって作っていますか。 

 

中島：私たちの場合は、具体的な行政の支援が必要にな

ることが多くて、行政といってもいっぱいあるんですよ

ね。例えば、保育が必要になる場合は保育課につなげな

ければならないし、仕事の話だったら女性相談さん、あ

るいは、うちから次の場所に行くというときも女性相談

さん、あとは生活保護だったら福祉課の方だったりしま

す。何課とのつながりではなく、そこにいる担当者

（誰々さん）としっかりつながることが大切です。私た

ちの居場所の「ぴさら」にいる間に、そこで会えるよう

にして、来てもらう。来てもらってそこで相談してもら

って、住まい支援をしていると、私たちのところに情報

が全部集まってしまうので、レジデンシャル・ソーシャ

ルワークという言葉がありますけど、支援者の皆さんが

私たちにいろいろなことを聞いてくるんだけど、そうで

はなくて、本人とやり取りしてもらうというのはすごく

気をつけています。 

私たちが知らなくてもいいんですよね。支援者の方が本

人とやり取りをする。それが方法として難しいのであれ

ば、ちょっと手伝いはします。そしていくうちに、「ぴ

さら」にいる子が、10 人の支援者とつながってくると、

一気に支援者が外の人も含めて増えるので、最初は混乱

するんですよね。でもだんだん、この話はこの人にする

んだな、というのが分かってきて、支援をちゃんと使い

こなすということが起きてきます。それ自体が本人にと

っての力になるし、もう 1 つ良いことは、社会の中に受

け入れられている感覚みたいになるのかな、と思ってい

ます。近所なので、サンカクシャさんにはよくつないで

いて、妊娠中は仕事ができなくなるので、内職的な仕事

を紹介してもらって、そうするとサンカクシャからスタ

ッフの人が「ぴさら」に来てやり方を教えてくれて、そ

の仕事を出す企業とか商店の人も「ぴさら」に来てくれ

て、出会ってやり取りしてくれるという、そんな感じで

つないでいます。 

 

村木：最後は、自分が生きていくためのいろいろな社会

資源を持てるようにつないでいく。それもとても大事で

すね。当事者という言葉もあまり好きじゃないけど、他

に言いようがないので使いますが、本人とか当事者とか

若者、子どもたち、そこへ届けたい、つながりたいとい

うのが今日の一番大きなテーマでした。もう 1 回、一番

大事な、当事者目線で今日いろいろな話をしてくれた川

村さんから、こうやったら届くよというところを、ある

いはお前らこうやれよ、というのを話をしてもらえると

うれしいです。 
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川村：そんな大層な身分ではないので何もコメントはで

きないんですけれども、当事者に届く支援というワード

だと難しくて、当事者が望む支援は何なのか、どう実現

するのかみたいな発想を僕はしたいと思っています。と

すると、当事者が望む支援というのは、当事者がどう思

っているのか、どんなことを言っているのかを聞くとか

見るというのが、一番の理解のきっかけにはなるかなと

思います。今、当事者の声を聞くことがこの分野ではす

ごく活性化してきていますが、一方で、メンテナンスと

いいますか、聞いた声はそのあとどうなっていったか、

というのを丁寧に見ていく必要もあるかなと思います。 

こども家庭庁さんの会議にも携わらせてもらってもいる

んですけれども、いわゆる当事者、子ども、若者の声を

政策をはじめとしていろいろなことに取り入れていただ

いて、盛り込んでいただいているのは、確かにすごくあ

ります。一方で、聞いた声が 100あったとしたら、まだ

まだ実現していないというか、そのままになっている状

態のものも、もしかしたら何個かあるかもしれないとい

う発想は常に持っておかないといけないかなとも思いま

す。2020 年にケアリーバー全国調査がありました。こ

ちらも 1 つデータとして出ているので、立ち返るという

ことも 1 つだと思います。聞き取った当事者の声に対し

て、しっかりそれに向き合い続けていくということが、

当事者が望む支援をどう実現するのかを考える 1 つの柱

になると思っています。あとは、繰り返しの強調になる

んですけれども、制度外の力をどう巻き込んでいくかと

いうのが 1 つ解決策と言いますか、僕はそこがすごくポ

イントかなと思っています。 

制度は、今までお話あったように、財政、行政のことと

かネットワークのことでどんどん変えていこうという力

がすごくあって、そこも信じていきたいところなんです

けれども、一方で、制度の間にいる子ども、若者もいる

のは事実です。そこに届くというか、当事者からみて、

それが魅力的で、つかんでいけるというか手を伸ばして

いける取り組みが求められていると感じます。今日のお

話の中では、個人的には荒井さんのお話がすごく面白か

ったので、1 回バンジージャンプをさせてくださいと申

し入れようかなと思いました。そんな感じで、今の子ど

も、若者の関心とかトレンド、注目、その精神の柱がど

こにあるのかというところを、時代時代、地域地域に応

じて見ていくことは 1 つ大事なのかなと思っています。

大都会と田舎では、子ども、若者が何を大事にしている

のかは少し違うかもしれませんし、今から 20 年後の子

ども、若者が何が好きなのか、何だったらのめり込んで

くれるのかというのもまた違うだろうと思います。制度

は、ゆっくりできて、変わっていって、認知されていく

ものと認識しますが、ダイナミックでトレンドを追い続

けるものも若者へ訴求する重要な要素だと思います。そ

ういう自由で柔軟な取組みが一番やりやすいのは、制度

外の力。インフォーマルであったり民間の力だと思うの

で、そこはみんなで考えていけるといいかなと思ってい

ます。以上です。 

 

 
 

村木：ありがとうございました。ぐるっと最初の問題提

起のところに、制度外のものの役割と制度の役割という

ところへ戻ってきて、大変素敵なまとめをもらったかと

思います。最後に、皆さんから 1 分 30 秒の持ち時間で

いきたいと思います。順番は、今言えなかったこと、強

調したいこと、村田さんから順番に中島さんまでいって、

恒松さん、源河さんでいきましょう。では 1 分半ずつお

願いします。まず村田さんから。 

 

村田：ありがとうございました。私が印象に残っている

のは川村さんの発表です。当事者の方と支援者の方でど

んどんズレが生じていた、ワークがすごく印象に残って

いて、ズレていくものなんだなというのを認識しながら、

本人にとってよい関わりとかサポートを作ることを常に

意識しながらやらないといけないんだな、というのを今

日改めて思いました。あと自分としては中間支援組織に

いるので、まずはみんなを楽にしたい。「あと一人の人
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手があれば」と言いながら働きすぎている人たちを何と

かしたいと思っています。何とかしたいと思っている人

が世の中にすごいたくさんいて、今日は休日で雨なのに

こんなに会場に来ていただいて、このテーマを共有でき

たことは奇跡だなと思いました。関係者の方も多いとは

思うんですけれども、関心を持ってきてくれている方、

たくさんいらっしゃるので、その人たちの力を生かせる

ような場をこれから作っていきたいなと思っています。

ありがとうございました。 

 

村木：ありがとうございます。では林さん、お願いしま

す。 

 

 
 

林：皆さん、今日はありがとうございました。行政の支

援が手厚くなって、今年度はブリッジフォースマイルと

しても 1 年間大きな挑戦でした。今までは自由にできて

いたことがいろいろな制約だったり、義務の部分に苦し

さも抱えて、民間の自由さとか、新しいことをどんどん

やっていくというところが薄れてきたな、なんかちょっ

と窮屈になってきたな、みたいなことも若干感じていた

中で、本当にサンカクシャさんの発表に大変勇気づけら

れました。私たちは、ハイブリッドで両輪で、民間のい

いところと行政の枠組みをしっかり活用して、というと

ころをやっていきたいと思っているところです。 

その中で、民間の自由さみたいなものは、ボランティア

の方とか企業の方とか、こういった方々がいかに参加し

やすい環境を作っていくか、というところも大事だなと

思っていて、どうしても福祉の枠組みに固まってしまう

と、そういう方々が入ってきづらくなってきます。ボラ

ンティアの人たちが入りやすい、企業の人たちも参加し

やすいような、ハードルの低い参加の方法も仕組みとし

て持っていきたいなと思っているところです。今日はど

うもありがとうございました。 

 

村木：ありがとうございます。では大人気の荒井さん、

お願いします。 

 

荒井：今日はありがとうございました。私は去年末、35

歳になったんです。35 歳になると若者とフラットに関

わるのはもう限界だなと思って、引退と言っていたんで

すけど、今日の川村さんの話を聞いて、なんか自分もズ

レていくんだな、というのを改めて感じました。今日、

当事者の声を聞くとか若者の声を聞くというのはいっぱ

い出ているんですけど、結局上がってくるのは大人の都

合との戦いだなと。それこそ、サンカクシャのヨルキチ

という深夜の居場所は、夜開けてほしいと言われ、最初

は睡眠時間を削ってやるみたいなところから始まったわ

けです。本人たちの声をちゃんと聞いて受け止めるとい

うことは、大人の都合とどれだけ戦わなきゃいけないか。

これはお金の問題と人手の問題と仕組みの問題とあると

思うので、声を聞くなら、大人の都合にちゃんと向き合

っていけるように私たちもならなきゃいけないなと思い

ました。多分、声を聞いてもバンジージャンプは出てこ

ないので、支援者としては声を聞いた先の、こんなのを

やりたかったみたいなのをどれだけ作っていけるかとい

うのが大事だなと思っています。 

制度外の立場について、改めて考える機会になりました。

制度外というか、官民の連携みたいなのは聞こえがいい

んですが、民間の取り組みは大体身を削ってやっている。

さっきの話と重複しますが、応援を集めるために発信し

たり本当に地道な営業をやっているので、それと支援を

両方やらなきゃいけないというのが制度外の取り組みか

なと思うと、制度外の良さもありながら、大半は身を削

って血を流してやっているという現実も理解してもらえ

るといいかなとも思いました。その上で、官民の連携が

上手くやっていけたらというのと、私たちも制度使いた

いなと思ったので、何かチャレンジもしてみたいと思い

ながら、やっぱり制度外はいいなと思った気持ちもあり

ます。以上です。 
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村木：ありがとうございました。では川村さん、お願い

します。 

 

川村：ありがとうございます。今日、僕の話の中で主に

ケアリーバーのつながりづくりとピアサポート、当事者

活動という視点でお話をしたんですけれども、今のトレ

ンド、施設間格差もありますが、「施設じゃない格差」、

今までいろいろなことがあったけど、児童養護施設とか

里親家庭にはつながらなかった、ある意味そっちのほう

が多数のような人たちもどうしていくかという、そこも

含めてこれからも、みなさんお話されていたように、い

ろいろな視点とか立場とかノウハウ、メソッドを駆使し

て、子ども、若者とともに考えていってほしいなという

のを、一当事者として今日改めて思いました。 

制度に助けられた側面もあるんですけれども、制度外に

助けられたこともあって、どちらも局面とか時系列によ

って必要なときとか、あまり必要じゃなかったりという

のはコロコロ切り替わるものなので、そこはいろいろな

大人が関わることの 1 つのメリットとしてあると思って

います。ネットワークもそうですし、立場や職種は全然

違っても総力戦で子ども、若者に向き合っていけると、

誰かに子ども、若者が引っかかって救われることがある

ことは自分の実体験も含めて確信しています。その点は、

これから自分も考えていきたいなと思いました。今日は

ありがとうございました。 

 

村木：では小田川さん、お願いします。 

 

小田川：今日はほかの皆さんのお話も伺って、若者たち

に必要な支援を届けていきたいという熱い思い、それに

プラスして若者が望む支援、ここに注目するのは大事だ

よね、というのを川村さんから強調していただいて、本

当にその通りだなと思いました。私はどうやって応援で

きるかなというのを、今考えているところです。子ども、

若者たちの声を聞きましょうという、意見表明の権利と

いうのが今注目されていますが、そこに耳を傾けるのが

ちょっと怖い、どうしよう、という現場もおありなんじ

ゃないかなと思うんです。どうしてかというと、聞いて

も実現してあげられないから、という恐れがその背景に

あるのではないでしょうか。何を望んでいるのか、何を

必要としているのか、それをちゃんとサポートしてあげ

られるリソースの足りなさというのが、決定的にあるの

ではないのかなと思います。そこは制度がもう少し、着

実に充実してくださっていますけれども、もっと充実し

たらいいと思いますし、市民の皆さんとさらに協力して、

制度外の取り組みも豊かになっていくといいなと思って

います。 

最後にもう１点付け加えると、今日の皆さんのお話を聞

きながら、中島さんとも共感をしたのは、やはり居住の

支援は大事だよねということです。住まいがないことに

は、医療も受けられないし学ぶこともできないし、仕事

どうする？ ということもできないし、そもそも生きるこ

とを否定されているような気持ちになりますよね。です

ので、居住というものをしっかり制度としても応援した

上で、いろいろなものが充実していくといいなと思いま

した。今日はありがとうございました。 

 

村木：では中島さん、お願いします。 

 

 
 

中島：まとめにはなっていないかもしれないですけど、

皆さんのお話を聞いていて思いついたことをいくつかシ

ェアしたいなと思います。源河さんがおっしゃった、何
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かをやるときにほかの制度が既にないかを探して、財務

省などとの折衝がおこなわれるという話があって、そこ

をいつもどうにかできないかなと思うんです。同じよう

なものがいっぱいあっていいじゃないですか、って思う

んです。こっちにあるからそれを使いなさいって現場が

言われると、それを使えるようにするためにまたすごく

ソーシャルワークの工数がかかるということが起きてい

ます。若者支援もそうですけど、若年妊産婦の支援は全

然包括的ではないです。さっき申し上げた 10 の連携先

とつなげますって、10 もあっていいなと思えるかもし

れないけれども、10 必要ということなんです。縦割り

の省庁の、建物が別の場所のいろいろなところに、いち

いち行ったり来てもらったりということをしなければ、

そのご自身がウェルビーイングな状態で暮らすというこ

とを支えられないというのはどういうことか、というの

も考えられるといいなと思います。 

つい最近のことですけれども、「ぴさら」に来た女の子

が、自分が一人で生きていくためには絶対に高校を卒業

する必要があるといって、「ぴさら」から高校に通い続

けて頑張っていました。ちょうど、出産予定日近くに中

間テストがあったんですね。高校は試験の日を追試の扱

いをしてくれませんでした。ケガや病気だったら追試扱

いするのに、妊娠は病気じゃないから、と言って、本当

にけんもほろろで学校に言われてしまって、都立の高校

でしたけれども、交渉してもダメだったんです。本人は

お腹の赤ちゃんに「まだ出てこないでね」と言って、幸

いなことにギリギリ試験を受けることができましたけれ

ども、私たちが出会っている子って安全に病院で出産し

て、0 日死亡にならなければいいわけではなくて、彼女

と彼女の子どもがこれから先の長い人生を、今日自立の

話も出ましたけれども、幸せに生きていくために私たち

がいるはずですよね。というときに、母子保健の人たち

だけではなく、子どもの周りにいる大人たちみんなが彼

らの状況を知っていてほしいと、本当に痛切に現場では

思っています。包括的であってほしいなということを思

います。 

 

村木：ありがとうございます。では恒松さん。 

 

 
 

恒松：今日のお話を聞いていて、こういう支援って病気

と一緒なのかなとも思ったんです。というのも、当事者

と支援者について川村さんおっしゃっていましたけれど

も、例えば、治療を行う側と受ける側が違う意図を持っ

ている。「こういう病気があるから外科手術しましょう」

「いや、薬でなんとか押さえてほしい」とか、方針への

考えのところもそうだと思いますし、治療を受けたい人

の意思がどれぐらいかというのは病院でもやっていると

思うんですね。目的のために私たちは何をするのか。手

術をお願いします、じゃあ麻酔をしよう、と。外科の医

者が、何々が要りますね、って言いますよね。それが私

たちが言うネットワークなのかなと、今日そんなことを

ふと思いながら聞いていました。 

居住というところだと、病院に入院しないとそもそも始

まらないよね、というところもそうなのかなと思ってい

て、どこの地域でもそういう治療が受けられる、いろい

ろな種類の選択肢ができるというのがネットワークにな

るだろうし、それはきちんとそれぞれのところで標準的

に装備されていないとできないということにもなると思

います。どうしてもできないことがあったりすると、そ

れが制度外のものであったり、標準化の先にある、まだ

足りないこれから制度になっていくかもしれない、とい

うものでもあるのかなと思いました。 

それをするために、皆さんおっしゃったように、まず実

績を作りましょう、または、ロジックの部分をお手伝い

するのが小田川さんのところであったり、今「えんじゅ」

をサポートしている「かものはし」のようなところなの

かなと。自分たちのネットワークで情報共有するのも、

いろいろな人たちを巻き込んである一人の青年たちを支

援するネットワークを作るのも、皆さんで制度外で作っ

てきたものです。林さんのところも、最初は制度外とい
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うお話でした。そういうところから出たものが、結果的

に制度になって、標準化につながっていく。そういうふ

うにつながって行くんだなというのを、今日改めて感じ

ました。どうもありがとうございました。 

 

村木：では最後です。源河さん、お願いします。 

 

源河：若年妊婦の話とかケアリーバーの話など含め、皆

様が若者支援の必要性を議論いただいて、いろいろ課題

も分かりましたし、本当に勉強にもなりました。皆様の

発表の中にもありましたが、行政に対して言いたいこと

も、それから制度に対する不満もたくさんあるかと思い

ますが、中央省庁で制度等に携わっている人間も思いは

同じで、みんな熱い思いは持っていますので、引き続き

皆様方といろいろな意味で連携しながら、施策を少しで

も前に進めていければと思っています。今日は本当にあ

りがとうございます。 

 

村木：以上で、シンポジウムを終わりたいと思います。

皆さんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


